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重点的フォローアップ事項の進捗状況

1. 調査の趣旨

第16回規制改革会議 (平成25年 9月19日)において定めた ｢重点的フォロ

ーアップ事項｣の取組方針を踏まえ､健康 ･医療分野等の規制改革項目に関す

る進捗状況を調査し､ワーキング ･グループに報告を行うもの｡

2. 調査の要領

規制改革実施計画の項目のうち､下記の各項目について､各所管省庁から本

年3月31日時点の実施状況※(未検討/検討中/未措置/措置済)及び今後の

スケジュール (結論 ･措置までの予定)の報告を求め､.事業者の意見等を参考

に必要に応じ修正を行い､とりまとめを実施｡

〔調査対象項目〕

① 認可保育所への株式会社 ･NPO法人の参入､保育士数の増加

規制改革実施計画の ｢2.保育分野｣のうちNo.1､2､8-10の5項目

(診 すべての社会福祉法人の経営情報の公表

規制改革実施計画の ｢2.保育分野｣のうちNo.ll-13の3項目

⑨ 再生医療の推進

規制改革実施計画の ｢3.健康 ･医療分野｣のうちNo.1-5の5項目

④ 医療機器に係る規制改革の推進

規制改革実施計画の ｢3.健康 ･医療分野｣のうちNo.6-11の6項目

⑤ いわゆる健康食品をはじめとする保健機能を有する成分を含む加工食品

及び農林水産物の機能性表示の容認

規制改革実施計画の ｢3.健康 ･医療分野｣のうちNo.12の1項目



3. 調査結果 (詳細は資料〇､〇)

調査対象項目 (全20項目)の進捗状況は以下のとおり｡

> ｢平成25年度措置｣ (14項目) :すべて ｢措置済｣

※検討 ･結論とした項目も含む

> ｢平成26年度措置｣ (2項目) :｢未措置｣ 1件､ ｢検討中｣ 1件

> ｢法施行の際に措置｣ (4項目) :すべて ｢検討中｣

※実施状況の分類基準は以下の通り｡

未検討 改革事項の実現に向けた検討をまだ開始していない｡

検討中 改革事項の実現に向けて検討中で､結論が得られていない.

未措置 改革事項の実現に向けた検討が終了したが､措置が完了していない｡

以上



資料1-2

重点的フォローアップ事項 ①認可保育所への株式会社･NPO法人の参入､保育士数の増加

規制改革実施計画(平成25年6月14日閣議決定)における実施内容 所管省庁 実施状況(平成26年3月31日時点) 今後の予定

香 事項名 規制改革の内容 実施時期 措置状況 これまでの実施内容

かb5年程度に琴長するt-とに_ついて検討し.▲嘩静を得る.:.‥

･. 一 ､■



資料1-2

重点的フォローアップ事項 ②社会福祉法人の経営情報の公表

規制改革実施計画(平成25年6月14日㈲詳決定)における実施内容 所管省庁 実施状況(平成26年3月31日時点) 今後の予定

番 事項名 規制改革の内容 実施時期 措置状況 これまでの実施内容

2 平成24年度の財務諸表について公表を行うよう､社会揺祉法人に周知括導しこそれによる社会福祉法人の 平成25年9月 厚生労働省 措置済 ○平成25年5月に社会福祉法人に対して､平成24

取組の状況に?いて調査し.規制改革会津に報告す尋.?~I._.__. までに措置 年度の財務諸表を積極的に公表するよう指導及び所轄庁に対しても､所管する社会福祉法人の平成24年度の財務諸表を所轄庁等のホームページ等で公表を行うよう協力を要請○.○平成25年6月に社会福祉法人及び所轄庁の取組状況について､各所頼庁に対して調査依頼｡○平成25年10月24日第18回規制改革会誰で取組状況を報告.



資料1-2

重点的フォローアップ事項 ③再生医療の推進

規制改革実施計画(平成25年6月14日閣議決定)における実施内容 所管省庁 実施状況(平成26年3月31日時点) 今後の予定

番号 事項名 規制改革の内容 実施時期 措置状況 これまでの実施内容

すい｢条件.期限付き けること 成25年11月27日に公布され､1年以内に施行される

化を図るr最先端医療迅速評価制度(仮称)(先進医 にまず抗がん 平成25年11月29日から運用を開始した○くく独)国立



資料1-2

重点的フォローアップ事項 ③再生医療の推進

規制改革実施計画(平成25年6月14日間議決定)における実施内容 所管省庁 実施状況(平成26年3月31日時点) 今後の予定

香 事項名 規制改革の内容 実施時期 措置状況 これまでの実施内容



重点的フォローアップ事項 ④医療機器に係る規制改革の推進

資料1-2

規制改革実施計画(平成25年6月14日間議決定)における実施内容 所管省庁 実施状況(平成26年3月31日時点) 今後の予定

香 . 事項名 規制改革の内容 実施時期 措置状況 これまでの実施内容

険制席 .∴ を行うとともに､革新的な製品についての市場の評価がより適切に反映されるよう､嘩能牢分の新改及:び細分化を進める.. 能区分の特例､補正加算要件の追加等を行った｡また､既存の機能区分に係る細分化等の手当を行った.

登録認証機関の業務規程について厚生労働大臣の関与を強化することや.登録認証機脚の能力向上のためのプE3グラムを整備するなど､美質的な審査:-一部を改正する法律案の施行に合わせて



資料1-2

重点的フォローアップ事項 ④医療機器に係る規制改革の推進

規制改革実施計画(平成25年6月14EI閣議決定)における実施内容 所管省庁 実施状況(平成26年3月31日時点) 今後の予定

番号 事項名 規制改革の内容 実施時期 措置状三見 これまでの実施内容

機皐等の販売等に係 な運用を検討する.また,中古医療機巷が新たな医 25年10月18日付で乗出した○

る事前通知の合理化 療機関等に販売等される前に､複数の販売業者等において移転される範囲においては､一定要件の下で販売等に係る事前通知等が立社して必要とならないようJS効率化する方策を検討する. ･中古医療機等を最初に販売に供しようとする販売業者及び最終的に医療機関(エンドユーザー)に対して販売しようとする販売美春以外の中間販売事業者については､製販業者に対する事前通知を不要とする方向で検討している勺

6..電気医療地券に使用される部品等への電気用品安全法適用の 電気的に作動する医療機番に使用される部品(ACアダプタ等)について｣薬事法に基づく幕詮や認証において求める電気的な安全基準及びその適合性確隈の手鹿に関して､-電気用品安全法が求めるも 平成25年度検討.結論 経済産業省厚生労働省 措置済 電気的に作動する医療機巻に使用される部品(ACアダプタ等)について､薬事法に基づく電気的な安全基準及び適合性確証手続を確認した結果.以下のものについては､電気用品安全法が求めるものと同等以上の水準が確保されていることが確認できたため､電気用品安全法の規制対象から除外する〇･高度管理医療機番及び管理医療横巻の内､電気的な安全基準にJlSTO60ト1:2012等を適用しているACアダプター(直流電源装置) 26年度秋頃 電気用品安全法施行令等の整備



資料1-2

重点的フォローアップ事項 ⑤一般健康食品の機能性表示を可能とする仕組みの整備

規制改革実施計画(平成25年6月14日間議決定)における実施内容 所管省庁 実施状況(平成26年3月31日時点) 今後の予定

番号 事項名 規制改革の内容 実施時期 措置状況 これまでの実施内容

能を有する成分を含: 年度結論.描 代表)で構成される｢食品の新たな機能性表示制度 成26年の夏頃を目途に検討会の報告書を取りまと
む加工食品及び農林 置く加工食 に関する検討会｣を平成25年12月20日に設置し､現 め､その後.これを踏まえ､必要な法令等の改正､



規制改革実施計画-の
対応について

平成26年5月

厚生労働省雇用均等･児童家庭局保育課



二 二 二 二 軍 卸車草琴埠申軽 重些 準単 二‥∴二 二二=-

○保育所への株式会社･NPO法人等の参入拡大

まで毎年 ○結果概要は以下の七おりo

度措置 ･-株式会社.有限会社 =474箇所(前年比 92箇所増)



○利用者のニーズに応えた保育拡充

-~年 度ま~で. ･した ｡

..借 直 を希 二0平成25年度補正予算及び26年度予算において｢待機児童

ラム. 解消加速化プラン｣に必要な経費を一体的に確保.

○調査対象:都道府県､-指定都市､中核市､保育計画策定

.○結果概要は以下のとおりo

∴例の制定状況や当該設直基準-･-まで.毎 車 .:◇ 国と異なる基準を設けている自治体数

2



認可保育所の整備･運営を担う事業者の募集等に係る状況(類型別･棟数回答あり)

:類型 都道府県 指定都市 中核市 保育計画を策定する市区町 .合計

①-1.認可保育所の整備.運営を担う事業者の募集等において､社会福祉法人等に限定しているもの①-2認可保育所の整備.運営を担う事業者の募集等において､安心こども基金の活用を前提として社会福祉法人等(=限定しているもの 00 0.0%0.0% 22 10.0%10.0% 75 16.7%ll.9% ll7 15.5%9.9% 2014 ll.1%7.8%

①-3社会福祉法^や既存の保育所設置.運営法人等による整備を優先しているもの 0 0.0% 2 10.0% 3 7.1% 1 1.4% 6 3.3%

②-1公有地を活用した保育所を運営する事業者の募集等において､社会福祉法人等T字限定しているも.の②-2公有地を活用した保育所を運営する事業者の募集等において､安心こども基金の.活用を前提として社会福祉法人等に限定しているもの 00 0.0%0.0% 40 20.0%0.0% 40 9.5%0.0% 62 8.5%2.8% 142 7.8%1.1%
-

0 0.0% 0 0.0% 4 9.5% ～ -③-1公立保育所の管理を行う指定管理者の募集等において､社会福祉法人等に限定しているもの 2 2.8% 6 3.3%

③-2公立保育所の民営化を行う際の運営事業者の募集等において､社会福祉法人等に限定しているもの 0 0.0% 5 25.0% 4 9.5% 9 12.7% 18 10.0%

③-3-公立保育所d)民営化を行う際の運営事業者の募集等において､?.LIこども基金の活用を前提として社会福祉法人等I_=限定しているもの㊨-l 認可保育繭の整備..運営を担う事業者の募集等において､主体等に応じて-定の実績を求めるなどし_ているもの 00 ･0.0%0.0% 01 0.0%5.0% 20 4.8%0.0% 14 1.495.6% 35 1.7%2.8%

~④-2株式会社の参入は詠めているが.有限会社や個人については認めていないもの 0 0.0% 1 5.0% 1 2.4% 2 2.8% 4-2.2%

自治体別合計(複数回答あり) 0 17 30 45 92

I)＼ノ



○保育の質の評価の拡充

おける費琴d)-コスト負担の在り‥:. 評価の受審を進めていくために､5年に1度の受審が可能
方についで､キ ビもヰ 育て支~- _となるよう.､第三者軌 西の受審及び評価結果の公表を行つ
援新制度施行までた検討し｣.結 た事業者に対して､_受審料の半額程度を公定価格上評価

4



○保育士数の増加

∴規制改革の内容 実施時期 対応状況(別添3参照)

僚育士=試験におし､て~~､.合格科目の免除期間を3年間から5年程度 25年度中に検 討 .結革 ○保育所､認可外保育施設等で働きながら保育士を目指すに延長すること_に_?~し?て検討し､結帝を得るo 者の合格免除期間を5年に延長o

最短で3週間で登録可能とするo

結論 おける一定の者に係る経費を享弁することができるよう
にするo

い検討した結果､年2回実施するためには､受験料を少
なくとも約8千円引き上げる必要があるO-方､受験者
増の効果は一時的であり､､数年で年 1回の場合と同数程
度の受験者数となるoこのため､年2回実施しても受験
者数は年 1回~と変わらないが受験料は現行よりも高いと

に検 討 . いう結果になるo
結論 ○したがって､保育士試験の年2回実施は見送ることとす

るが､保育士の確保に向け､潜在幼稚園教諭 (推定30
万人以上)の保育士資格取得を支援する○具体的には､
一定の実務経験を有する幼稚園教諭について､保育士試
験の試験科目免除による資格取得を支援するための総合



○事業所内保育施設の助成要件及び認可保育所の設置基準における避難用の屋外階段設置
に係る見直し

室が4階以上の場合)_につこいて､ 03月二末に検討令の取りまとめを行い､4階以上に保育室等
･周等の安全性と代替手段を前 .を設置する場合には､現在認められている｢屋外避難階

理的な程度~の.避難基準q)萄画: _内避難階段｣(排煙設備等を有するもの)及び｢特別避難

6



保育所の設置主体別敷く平成25年4月1日現在)
(別添1)

項辛 自治件名 保育所の投t主体別数(平成25年4月1日現在)

公立 tt*7(牡法人 般牡EEL法人書 也財団法人書事故法人 慕#法人 NP0 萱等 6人 千め也 計

1 北海道 307 189 128 I 2 1 1 2 530

2 青森県 32 339 1. 4 4 1 1 382

3 岩手県 - 133 152 1 12 ー 2 301

4 宮城県 142 61 2 8 1 6 1 2 223

5 秋EB県 90 97 9 1 3 200

6 山形gk 101 119 1 18 1 4 2 244

7 福JLれ 125 75 19 2 221

8 茨城gt 169 294 27 3 4 497

9 栃木県 146 113 17 2 1 279

10群馬gR 73 198 4 2 1 276

ll埼玉県 362 375 2 53 2 9 31 1 4 839

12千葉県 322 216 1 ll 2 18 3 571

13東京都 948 773 13 ll 36 12 103 18 1 1.915

14神奈MA 110 175 7 7 4 7 5 315

15新海gB 320 149 15 1 485

16T山gt 128 76 6 1 211

17石川県 141 98 3 1 243

18福井県 135 128 1 5 269

19山梨gt 126 87 1 3 14 1 232

20長野県 415 71 8 492

21岐阜県 235 130 6 1 3 375

22静岡県 140 174 7 2 1 324

23愛知gL 570 147 .I 18 1 4 4 2 744

24三Jilt 235 188 2 1 2 2 428

25,SXgE 101 99 8 1 1 210

26京都府 135 92 1 2 230

27大阪庶 198 379 1 8 8 1 I 592

28兵凍れ 205 245 1 6 9 6 3 475

29奈良県 79 70 3 1 153

30和歌山gt 111 39 1 2 153

31A取qt 119 57 1 8 2 3 1 189

32A甘gB 80 201 ー 2 3 3 290

33岡山恥 125 71 ー 3 200

34広JLgt 195 96 2 ll 2 4 6 1 317

35山口県 108 125 1 22 256



項辛 自治体名 良書所の投書主休別鼓(平成25年4月7日現在)

公立 社会揺祉法人 也社団汰人+ 也財Eg汰~人事 辛枚汰人 慕敬法人 NP0 嚢等 ■人 千の他 計

37香川県 81 47 1 3 132

38愛媛県 168 70 2 5 1 248

39高知県 126 44 1 1 172

40福岡県 138 329 3 5 9 1 9 492

41佐暮gt 47 158 1 1 15 1 223

42長崎県 49 280 2 8 1 338

43熊本県 123 311 1 435

44大分県 59 148 2 4 2 .1 214

45舌■■ 60 213 273

46鹿児AgL 55 291 14 8 1 369

47沖縄gt 85 242 1 1 329.

小 計 a.079 8,108 1 48 383 115 59 199 93 15 17.098

1 札挟市 24 186 2 14 3 1 1 231

2 仙台市 47 60 1 10 5 9 3 135

3 さいたま市 61 74 1 3 1 3 1 2 146

4 干兼市 60 42 1 7 1 12 123

5 横浜市 90 277 6 20 7 17 152 ll 580

6 川崎市 72 72 2 5 1 4 65 221

7 相模原市 25 60 1 1 87

8 薪潟市 - 88 114 4 ll 1 218

9 仲田市 45 54 1 1 3 104

10浜松市 22 62 2 1 87

ll名古畳市 120 171 2 2 32 2 16 345

12東砂市 28 198 26 4 254

13大阪市 124 246 8 10 7 395

14堺市 20 85 4 1 110

15神戸市 61 130 2 9 3 1 206

16岡山市 53 61 1 3 1 119

17広■市 89 89 1 2 9 4 7 3 . 1 185

18北九州市 28 129 3 180

19福岡市 10 187 9 4 1 191

20熊本市 23 128 3 154

小 計 1,088 2.385 3 34 112 98 28 ･ 258 45 4 4.051

1 旭川市 4 49 1 3 1 58

2 i5i館市 5 37 1 3 1 47

3 書森市 0 85 1 1 87

4 盛岡市 14 40 6 2 ○2

5 秋田市 ー2 3○ 1 5 54



項i 自溶体名 偉書所の故t主休別軟く平成25年4月1E]現在)

公立 社a7lI法人 他社a)法人書 AR肘Fl漢人事 辛故汰人 慕敬A人 NP0 萱等 ■人 千の他 tr .

令 郡山市 25 7 1 2 3 3B

7 いわき市 32 .24 3 59

8 宇細官市 13 80 5 1 79

9 前楕市 柑 41 ′ I ○0

10井崎市 21 58 1 3 1 84

ー1川越市 20 20 40

12柏市 23 14 2 4 1 44

13船積市 27 37 3 3 1 71

148L許*市 ll 21 9 41

15書山市 44 41 1 1 87

16金沢市 13 98 111

17長野市 42 33 1 4 2 2 84

18岐阜市 20 22 1 3 46

19豊楕市 5 50 2 57

20皇臼市 46 13 59

21岡崎市 35 18 53

22大5+市 14 38 1 53

23高槻市 14 30 1 45

24 東大阪市 14 51 1 66

25暮中市 19 21 12 2 54

26西宮市 23 29 2 2 58

27姫鞍市 32 48 3 ー 84

28尼一甘市 28 52 1 81

29棄良市 19 24 1 44

30和歌山市 22 33 1 1 57

31書敷市 23 66 89

32福山市 55 57 1 1 114

33下関市 23 27 2 4 56

34粛松市 37 37 2 76

35松山市 27 31 1 4 3 66

36高知市 25 SB 1 1 85

37久官米市 12 55 7 1 75

38長峰市 9 78 1 ll 4 103

39大分市 14 51 65

40宮嶋市 ○ 109 1 1 1 118

41鹿児島市 ll 87 10 3 111

42亦8市 9 ○1 70

小 計 866 1.847 0 16 93 31 1 19 ー0 6 2.朗9



(別添2)

◎斥丁斤のBl*及び1暮f=rlTるJI4Lの魚qN丘tE況及び4用状況事(■正q■)

中 1 区分 北JIa ■■I 廿事■ 書*JI 牧lZI■

+Jlも■ 省令★634) 成2一年10月制定) 康之4年1之月叫d:)

政■の暮qL(省令書32JE) 0,1■児を入所させる塀TF 従うぺet■ ･JZ)とrqじ3.ユd/人 Rlと月じ 中と向じ EAとqじ I.帖nT/人以上

･CEIとJqじ3.3rTf/人 凸とMIじ ■と■じ EEIと向じ 3.3rTf/人以上

tTに曲事な用JL ●h暮■･屯と恥じ tEIと同じ PJ:円じ EZlとIqじ 円と■じ

2■以上ytt入所書せる牛T析 従うべき暮● ■lと■lじ tnとT4じ lコとFqじ qと向じ

rd/人) 1lとPqじ JZl上向LL 4とfqじ 中とRL: EIとIIじ

II4JL伊所 ･血と同じ 四とPじ 4と■1じ 屯と巾じ 王事暮‡¢t

i繭 EEIi高正 LIIiLl EFと同じ 由ii-C JFとIIじ

■■ ･#*^ 柵 外 HJt～ HAn 対*外

rI?IJI Jlと同じ 4と向じ Jlと向Ll 4とAじ 中と■じ

BtのI書のM (t書t32生q}2) *■の外巾■入可 +I?I+ ･Lと同じ Jgと向じ 4)と伺じ 一lと■じ 中とILじ

■一tte★39●) qtうペ卓Ji4 ･Lと同じ Rlとdじ dlとFqじ JIと■じ 帝T斤のJte必t

･JZlと何じ EEIとqじ ー̀とIじ EIとIじ IとIIじ

■■■■lte■34*) ●h暮ZI ･tと向じ JElと何じ daとRlじ t一と■じ JFJqB+I

内tI一■■) 牲うべき暮jI ･ZElと同じ ZEIと同じ EEIとRIじ FIとPじ PとIIじ

TIT+qII刑(書●書9tJI gEうべきJl■ -Fnと何じ ■と■じ PlとRIじ ■と■じ と■じ

輔生tI(i+ 芹 TOJi)事 ●Fy暮iI･EEIと■ーじ ■と■じ EFとIlじ l■と■,じ と■じ

その他 ･非♯災書付*I+♯先生砧の対応 特になし 竹になし ItA生特の#¢

･PiA-なし JrAなし 78になし JF*JEL

一一}



○■7rJ書oP*Jtぴ■*J=Pナ6Ji4JDJp～■Jtず見■tfh 脚 ■LJJJIJt)
Fl l lS分 山P■ 細A■ 兼■■ ♯木■ eJl+

集I名書 i令書634) 4月tCNJE)

JerのaB斗(tt書92負) 0.ー●Dtを入所させる乍T柿 牲う<書■■ 3.3rTf/人 丸児1(3.3rTf/人) Tと■じ 由とIIじ EEIと■じ

3.3d/A ■と巾じ JZIとIIじ FElとIじ 屯と■じ

E凍土､■IJ.便所 bn=向じ ■と■じ ■と■じ dLと■じ IとFlじ

鳥Tに曲事なJIJL ●FI暮事 lIIにqじ EIkqじ 声と円じ IIt■じ ■と■じ

2JLGl上児を入所手せる性Tk Vtうべき暮● tにI)じ 由と■じ 一Iと■じ dlとIlじ AとFqC

tに■lじ EDとbじ ーlと■じ 4とPL: 中とPt=
～/A)

■■暮.任所 中に巾じ TIとFIじ IとFqじ 甲とRILl

焦Tに必(な用A i由 4p-dたd-C JとqL: JIとPじ JJdIgじ ELt-Iじ

IjI JIJL+ HI* 対■外 Ht^ 対■外

●■■■ Iにqじ ■と■じ ■と■じ 型 些 EnとFI仁___

d}t3▼■ーtt2■Q}2ー A+の外8JP入77 +榊 ■に■じ tElとIじ ■と■じ ItIIじ , I

■■(書e*33i) VEうべき■ ■に■じ 棚 を入Irさせも書I市にあつては.W ‡たはf■■tt■すiIよう辞めも ■と■じ tとIじ ■と■じ

■■■tt●■14■I +仙 JI ■lこ■じ ■と■じ 中と■じ 声と■じ Jk JIじ

ttの内●(書や書3J■) ㌢ e TH=内じ ■と■じ tと■じ ■と■じ EEIとIIじ

■●■■04Il(書●■○*71 ♯うべき暮ZI rr=■ーC ■と■じ JとIじ 人書の■■に■丁も■JL ■と■じ

書生VI(iEe事1○負)事 *仙 EIにI)じ ■と■じ EAと■じ ■とIt: 中と■じ

その■ た. 井≠央IF対* 【■■IをFlるよう井める
て≠i.

J*JLなし Jf当r}し #J=tjL LL当なし

ちしてちて(岳

もの

もらゎなどLTいももの



◎書■市のLLtAぴ■暮にPする益牛の点MNZEtLiR及びIA帆R書(●1舟■)

qL l tE分 坤王VL 千★■ TJr+ 14*JHUL +JI■

集Qlも事 ai令書tIaモー 12月¶克) JLf5)

世●の 暮 叫(省令*92i) 0､1■児を入所させる牛Tホ yEうべきJiZL 中とIじ ■と■じ

1書児3.3rTt/人 BlとI?じ 用と■じ

L書JE.ItJE.*■ 四と同じ QIと恥じ Vとqじ EtlとIIじ

8酌JE4LIと甲じ ■と■じ JElと同じ 4とRじ ■とbじ

ZJ以上光舌入所させる保T析 ftうべきJLZti■蔽 EZ)と何じ lーと打じ 中と■l= EIとRじ EIとJqじ

rR/人) BtIとIIじ ELとMじ ELとれじ Iと■ーじ 血とl■じ

IIJL土.tE析 EElと同じ ■と■じ

EJと同じ FEIi:-由仁~~ EEIと同じ 一正血L: ILiJt

■■ 1■yE2.5rlf/人 HJtn

+FI暮qL EZ)とRlじ Blと同じ EElとqじ ■と■じ ■と■じ

RJのJP事の榊 (竿やt32■d)2) I+a)●ttl*入可 +FgJL斗 四と同じ EEIとrqじ 一lと■じ EEIとlqじ ■と■じ

■1(省令書33■ー 従うべそJEgL 円と阿じ EElとFqじ a)と同じ FqとML:

JElと円じ 中と同じ PとIIじ 書と■じ

*T～I)一書tT34■ー +R暮j■ qとIlじ ■と■じ

*▼の内書(ttI3JIJr) 従うべそJ■ ELと■じ Blと何じ 声と用じ Iと何じ JIとIIじ

JItt■のJl■(tttB■)■ VtうべそJi■ 色と同じ EZ)とFlじ dlとRじ ■と■じ rIJt.r､rd書J事のこれまでの叫 JI用に､rtLJq止 r*書の書JrJt▲加.

f生tI(書令書lDA)事 ●■暮● t『とrqじ ELと用じ EPとIlじ 白と河じ ELと内じ

その他 ～になし l●になし ■と■じ

Pi当なし こなしILD-てヽ■もの

ちTL■め

もの

eしているもd}



○tt析d)B+JtLFJ暮に■する暮4d)■■IttjRJttFjtJ14LJR■(●ZJr■)

I l 区分 t山■ 石川■ I井■ LLltt JLーl■

仙 印 書‡書llat) 鹿24年12月加重) BttqLtJtLLのせ●お上tFltの暮■にIするA■(JI&24年12月IJ!) 事l○JINt)JI●l定)

0.9tを析さるキ析J8-のiヰ(省令+32i) 1■入せ■ 芸54e Iと■ hlと同じ ■と■じ ■と■じ

JIと月じ JEIとJIじ ■と¶じ ■と■じ

■8暮､JIJLJLt書 ■と■じ GIとIIじ Tと■じ tと■じ ■と■じ

書Tに曲事な用JL ●I,■事 EIIとF)じ EElとIじ 1と月じ ■と～じ EdとIじ

2A上l入せ▼ 以甥を■iさも書hi 溌うべき暮ZI ■lとFIじ bと河じ ■と■じ 円と■じ 血とIIじ

nf/A) 一■と■lじ Jk Iじ Jk Pじ. ■と一■じ ■と■じ

■1暮.Q所 fIとIIじ EElと■じ FElとIqじ 2才BL上Jtのみのtけ入れkJtにおいてもtホ1t必t CElとIlじ

iibif Iallじ tEIと円じ I,i-IITtL t■と■じ ■と*

JT生 ●● オ■外 対+汁 Ht^ HLn 汁■外

●bJLJL 事とIIじ ■と■じ ■と■lじ ■は■じ ■と■じ

o'L空空盟 F JE事の外h+入可 ●れ暮斗 ■と■じ Fと■L: ■と■じ aとIt=

■ft1 *うぺe暮■ Fと■じ IとPじ ■と■lじ EIと■じ EllとIIじ

如 ■■IJt(A- 盟 Lとqじ 山とhL: Pと■じ 臼と■じ. EElとIIじ

!1.I.I-乱 ■,.J]につきa書冊をqJI *仙 ■ 書と■じ ■上■じ ■上月じ 円と■じ TとIIじ

t■の内書 暮■(書●138■)書r 従うべきaE■ ■と■じ ■上■じ JLtIL: I,のとする. FbとIじ

▼■■■○■～(書●暮○ JFtー■ ♯うベ書■ Tと■L: dlと■C ■と■じ JとPじ

IFttI(¥令書10 +■)● +■ー暮■ 4とIIじ ELと■じ fElと■じ EAとIじ Fと■lじ

その地 上 I に■一一すること.

めること)

たl=tT折を▲加力J98の■JBをJJt ･事aL*生l+のP ●■への暮書Jsよぴ鵬 汁t,事■ttと.

J*旦なし なし LjL, Jl+LjL

ち

しているもの*してい4もの

てし1もの
■Ltlせ▲

ちて¶■l冴公立して

1



○書1f斤のp■及び書書にIIfもJ,■の集■tl有tt況且LF4JItE況■(■)仲井)

Ei) l E分 tt■■ P岡JI *知れ 三1■ 281■

+●tも■ l

aiや+約号) 3月制定)年3月制定) 庇24年12月判定)

Bdの暮aI(書令書32Jt) ○_1■児を入所させち偉T析 堆うJieaL斗 じ) ■と■じ JEIと同じ

四と同じ hとFlじ FElと同じ Aと向じ

(8JLIIIJ.Qホ 匹と向じ 内と月じ. 円と用じ 中と向じ ■とー■じ

● 屯と同じ 屯と拘じ 7)と同じ ZEIとIIじ 由とIじ

之■以上yEt入所させるやf析 QtうべきJE事 叫と同じ FIと同じ 内と巾じ tとれじ ■とれじ

rr./A) daとJqじ JEIとPじ Ebと内じ ■と■じ ■上Ilじ

■I暮.tE析 E)と向じ ElとPじ 一lと■じ EEIとqじ ■lと一一じ

●血 +EZ)とJqじ ii-pじ 由 じ 由ihl-L: FEIと■じ

■■ 封書一一 封Jt外 対■外 #Jtn 対■外

哩 daとJqL: EFと辞じ PとPLニ 4と荊L: ■と■じ

Ilの打のW t書et3ク上の21 JE+の外琳♯入可 ORJL+ 4とIIじ RとPじ EElと何じ ■と■じ ■と■じ

■l▲(書令書33負) ytうべきI4 可と同じ ■と■じ lIとhじ tと■lじ 1とIじ

4)と同じ E)とqじ A -;-:JIl l -. I EIとFIじ ■と■じ*tしている.

■▼■■一書令書34Aー ●■I■■ EZ)とJqじ JELと伺じ tZLと向じ fLと挿じ Aと用じ

*▼の内〇一tt■)I+) 従うJくさI4 JZlと同じ Blと同じ ロlと同じ ■と■じ Iと内じ

■■■■巾■JqtltJFB●1● VEうべきaE4 EとRlじ ELとdじ 年lと向じ tとI)じ ■tIl

t生fI(¥令書10Jr一書 Pjg暮斗 EFと同じ EEIとRlじ Iと用じ Fと内じ ■と■じ

その他 0井7FPlf封書 0辞*災書村t

Ot■q)■

もQ}'nヽ4もの btJLなし tLもなし rkLJL JrJllJL

の



○書■群のFr+JLぴt暮にrIする■ZLの■JPt8長Aぴ1■tEiP■(+暮書■)

I l 区分 書■府 大正舟 ji44 ■■■ 巾■LLl■

紳 輔 芸 丈24年12JII走) fEItLJJ■gEIfLW のせ■及びltl=Ilfも榊 を定bZI令書的.■)

0.9E■ーさち釈+の暮斗(省令*32■ー 事L1■ ほを人せ●■ ■+ 従うぺeJLZI 叫と内じ EEIと円じ 【■と■じ IとHじ lL七円じ

tLとIIじ ■と内じ Pと■じ ■と■じ EEIとAじ

fJ､■JLf.QJf 中と■じ Aと何じ JLと Jと■じ Jyと■lじ

Tl=bIな用A +榊 FLと円じ Iと同じ IとFIじ Jとqじ EElとRじ

之■上Aせ書■生 ■苦ui 黒帯 + 溌うペ書■ZL 句と■じ 円と印じ ELと中じ l■と■じ 血とFqじ

′人) l一と■じ 甲と■じ tIとI)じ ■と■じ IとPL:

JttJL一匹薪 句と何に Fと何じ Jと巾じ と捕l:

IにdB暮なJIJt ●RIJt FbとF)じ FEIとIじ 7Iとqじ tと■じ ■と■じ

●｣■ 一一■叶 Htn 封書外 Ht外 Ht^

I■する一片火上の暮事 r輔 事 Jk Jgじ JZIと月じ ■七■じ ■と■じ JIとIじ

呈慧 濃 干 ,事の外心♯入7r *h暮斗 ELとRじ ■と■じ lコと■じ ■と■じ Fと巾じ

●ft+A *93 ♯うべき■l一■lと■じ Rと■じ ■と■じ 声とRIじ

■) ■★■Jtt■a- 4 EtIと■じ ■と■じ Pと■じ EIとIqじ

a..J.I-.■).E3 *再暮● 4Iと一lL: Pと■ーL: EPと■じ Pと市L: JFとPじ

Irの内■ 暮Jr(書●T86■)tI *うベ書● EElと■lじ fDと内じ 【一と■じ ■と■じ Fと■じ

事事tIのJIh(tt■○ JP+1+ *うぺせ暮 Eqとdじ ELとIIじ ■と■じ ■と■じ 丁と■lじ■

fまfI(書令書10 f負)事 ●4II■ FLとlqじ FとFIじ 声と■じ ■と■じ lnとIlじ

その他 上 特になし 特になし ･tい･l方■■l･■+I t

■●■)る■47JJITる■Jf) t書

■■▼■心tlI tA卓なし ■JLなし PE当なし

Q) 舌JTt■tとA)人事に■■し
▲一I

るヽtIの

ちr7-て一l =■J!LTL､8渋し~r しているt,の

めもーIトーどし●■



◎tt巾OtLtZLtillに■TもJはLq)や■17t状況BLぴ1JItt況II■1+■)

EE 1 区分 A取AL A格■ 田山UL 広Jldt 山口≠

集功名事 書令yF634) 定) yEー4牡連に益づくyEtI■祉k投のJBYAぴ斗昔に■ナるaL

Jqtの JiZー(宅令書3t負)p*-di痢 ｢のM 一書令t32-0)2) 0.1▲児を入所させる保t析 従うべきaE■ 円とqじ 円と同じ ■と■じ 3.3rTf/人 白と■じ

再とIqじ JEIと同じ EDと円じ 円と同じ ■と■lじ

E希土.ZI■王.便所 EtIとI)じ JDと何じ thとIZじ IとI ■と■じ

焦Tに曲事な用A ●I)暮● t丑とTqじ Eqと同じ 可とRL: ■と■じ ■と■じ

之JL以上光舌^析させる保▼軒 従う一埠暮● 4とれL: 屯と同じ 可と内じ JZIとdじ 叫とIIじ

rye/人ー 叫とPgL: A)とI)じ Ebと同じ bとれじ tとRL:

■4Jl,便所 甲と同じ EEl印 じ 由と同じ EEFと向じ tLとRじ
+■lIt 屯と向じ Aと向じ Edi元L: JEl-iJqじ ItlbLじ

4jI 対I打 対暮外 Hkn 一一I外 句■外

+III+ AlとPqLl EZ)と同じ Ellと何じ Aと同じ bとFIじ

ttの外心牧人可 +れ CLと同Ll ELと同じ ℡とM.じ bと巾じ ■と■じ

■■(書令書33i) 8tう一しきiL事 EPと同じ 九とPじ Cqと向じ l■と■ーじ Lと■じ

EIと同じ E)と何じ FEIと同じ 中とRIじ

+■■■(書t*9AAJ +dgJ斗 CE)とJqじ tZlとAじ 向と同じ FEIとRL: IとJIじ

ITのFIIl(ttT14■) 従うべきJL■ CElとJqじ ELと句じ FEIとRじ EDとPじ IとJIじ

平事巾■A)JFIl(tttQ●)■ 従うべきaE4 中と同じ トとJqじ dlとIIじ ■と■じ Iと■じ

書生TJ1(牛令書10-一事 +h暮斗 匹と同じ 中とJIlじ 4と向じ 屯と何じ ■と■じ

その他 78になし 特になし 特になし ≠J=なし ■泣暮■JLの舶 し書T土W t■仙 山こ■t

もd) 特になし なし 8:し

ものていももの
もの



○■■斤のM Aぴ■暮l=rTる■事のJM■JE井弟JttFJJI♯je事l■斗■A)

Ed LE分 t■■ 書川■ t■■ ■知■ 棚 ■

如 名I QI(平424年10JII)宅令書634) dE24年10JN定)

P+ のJEj■(年 令 TaZ■) OJJL宗fV̂る早y市 tうべき暮■ Jbと市じ JIとAじ 4)とqじ AJIt(3.3nf/人)

■と■じ ■と■じ ■と向じ EtkFIじ

Jl冴Z.Jt4壬.d!JF Jk 月じ Edと月じ ■と■じ EEIとqじ Iと向じ

魚Tに必暮な用JL IhIJt ■と■じ ■と■じ 中と■じ ■と■じ ItIIじ

2■以上児舌入所させる件t析 tうべそ暮 ■と■じ EIと何じ ELとIIじ Aとhじ I)とIlじ

lTL/A) Ftlと■L= ELとPじ l■と■じ ■と■じ dlとPじ●

II一暮.吐所 FElと■lじ ーlと内じ lIと■じ ■と■じ dlと■じ

qZI 吋■外 対■外 Htn #*^ 対t外

卑TJE書 tRI■ qと巾じ EBと円じ 声と■じ Fと■ーじ

のM (8令･r ｣-∫ I事d>外ホk入可 +I!JiZt a)と■じ 屯とF)じ ■と■じ EIと#じ 声と何じ

■■(宅e*33i) *5J<t● 1と■じ FtIC ■と■じ EEIと何L: ■と■じ

一h†lLt-I

tt■■(書●134■ー +榊 もように■士. EE)とRじ ■と■じ Gと何L: Jと■じ

I+I)III(ttT3EI■) *うぺe■ bと円じ EIとIじ Iとqじ IとAじ 中と■じ

■■■■の■JItt+++■一書 VEうぺe■● tと■じ 可とqじ l■と■じ ■と■じ 中と■じ

lf生TI(書や * )○A)書 *仙 JI EIと■じ A)と■じ ■と■じ IとR)じ Ebと■lじ

千の他 士. ･*書gl書対★ tLの★暮■)･地t地iAの労力■7B･4力FFの書幹 ･肘■JI･柵へd}対応･3FIl+書の書入FB止封*ホ化･昨*災書対t･+力FIdl+の♯粋

■AtJL tA当なし lLALiL *}L 暮書&*し

LLて■ちて

もQ} もーヽ

Jtしていも

I,の

甘A

A



⑳AT市d)L?+Aぴ■暮(=Nする占LrのJiq4l走ttiR及び4JItA31事(■1巾■)

EA l E分 佐井■ ■■■ k書UL 大分■ 書■■

点8l名書 省令暮834) 丘24年11月一便) 放之4年12月籾定) 24年12月●値)

映●のJBBI(書eyl32■) 】o_1■児を入所させる辞T所 従うべき■+ 中とR)じ PとFqじ ■と■じ ■lと■じ

再と何じ dlと円じ ■とFgじ EPとIじ

JE帝王.Il4圭.便所 AとBlじ EtIとqじ ■とIIド 4lとRIじ Lとれじ

fI)Ji4 Bと同じ l■とFIL: 声と向じ 中と円じ tと■じ

2■以上gtを入所させiIヰ1折 従うべきJEi■ EEIと用じ Eqと同じ 印とFlじ Uと■じ t■と■lじ

nf/A) 四とdじ ■と■じ dとPじ ■と■じ

■11､QE析 甲とJqじ Blと内じ lLと■t

iR-Jiオ~A-由 亡 声盲iiじ

■● 対i叶 対■外 +++ 対暮外 nJt̂

*TJlt +RJL■ Elと同じ EbとFqじ IとFqじ EIとIじ 書と■じ

81の暮JLの柵 (書+t32Aの2】 -壬の事*事の外■●人▼ *hJL事 EEと同じ Egと用じ 7FでなくJL頼化 ■とIIじ JとIIじ

■■(書令書39A) 従うべき■jI のEt(書力Iホー ETとIC ■と■じ ■と■じ

Iとqじ 四とPqじAqIW 30-I EFと阿じ JrとIじ EIとIL:

*TqIlヰetコ一Aー JJbJL+ GとR)じ tZLと向じ 中とTqじ FEIとIIじ 内と■lじ

Tの内書(書や■35■) 従うべきiLqL JZIと内じ ELとF)じ 声lと恥じ t一と巾じ EIと巾じ

JI■■■のdII(書e■○●)■ JFfhaQ>LFJq.d榊 のF止等 従うべきaEZL 且と同じ 一l上向じ t力と同じ Fと何じ EDとqじ

書 生tI(牛 令書10集 )事 *酌aLqL 中と向じ EIと円じ ■と■じ

その他 方める(車力書林) ･*■の8tVtを行うRl=IL内で生JEされた■林水JEh及びこれに わもこと

する■帝 辞めることなど 士を努力■8化(倖T所独自暮qL) fS.

こIIJFしていもJI一■●■■ともの人■l=lIJtLtotIItこ■ヰしている人Iに■ZtLtJL*のZfJIをtdIttt書lt.の J*Jlなし J*当なし トJLLJL VJLなし J*土なし



○tT折のFEhAtfI暮に■Tる暮4のA■■t吠jRltFitJI状JPf(tl*■)

Eq l JE分 Jl兄Jt■ 沖{■

*●l名書 f令書631)

JBlの掛(t令書32A) 0.1■児を入所させる乍TJi 8Eうベe■ CIとIIじ 中と何じ

4とIIじ ■lと何じ

■■I,JIIJr､書斤 ELとPじ EIとれじ

鳥TIW 事な用A ●N EE)と同じ CIとIIじ

2JGl上児舌入所させるB■薪 *うぺe暮● Aと円じ 句と■じ

rrF/A) JPと一■じ Jk 何じ

一■aJL.せ析 Elと■lじ 内とIIじ

iR-ITi tLと円じ ELと同じ■■ Jl■外 JVt外

*TI■ +… 7Iと内じ ■と■じ

PfのJF事d>柵 (tdB書32JLの2) -iJE+Q}外仙 人可 III▲4 ■と■じ ■と■じ

■■(牛*書33■) 従うJ<亡■ tーとIIじ qlと■じ

tと■じ ■と■じ

+T■I(書や事34■)1E)につか 仰 tqJq ●曲J4 JZlと何じ Alと#じ

*■の内書(書●T3I■ *う一く亡■ ZLとIIじ EL)とRじ

ZF書■■のIl(++■○+tI ■ VtうぺeIt ■と■じ l■と■じ

JF生Tl(宅令 書 1○I)+ ●I?料 IとIじ ttIとIIt=

その他 Nになし ～になし

■して■ちて(■一■▼ t. 7fJこなし

kJIt■tと一ヽ)●■ ●■しているもの

しているもQ) JEしてい4

諾

として牡 こlIだLTL､ももの



◎件t折のBt及びItlこ叫するatgLの魚例PZE状況及びlJfI状況書(fbJE+市)

EEI I EE分 北海nl札+市 書城Ut仙台市 千暮■千ITb 8*川■+浜巾

条例名書児I4I吐施設の投～及び4*JこBtする■斗(昭和23年4[ tr浜市yt暮44LJLPのJqlAtFJfの暮ZIl=HTるJFI(JPJ*24事12月q尤)生半令書83号)

P+のJi4(書令書32●) 0,1■児を入所させるCLl柄 従うべき暮iー 3.ant/人

OJLLtS,Onf/人 I)と■じ

EqLt,■II_書所 aaと恥じ 4と同L: EIとqじ ElとrIじ dlとPqじ

+JIJL+ EFと同L: 円と同L: EEIとRIじ ElとIIじ Ebとqじ

之■以夫㌍ 従うべそ暮■ a)と用L; iLd土を必tとする. Jlの】■■l*任暮.) ■と■じ

｣ FとrIじ A)
せる偉■l■ ni/人)

l■I生.QE所 EPとRlじ EElとRIじ ■と■じ d)とqじ ■と■じ

偉TにJBfな用JL ●R暮iI JTlとlqじ Eqとrqじ Iと同じ ー1とqじ tとl■じ

+Jt 対暮^ 対■外~ 対暮外 対" (JEJ!なし】

●巾JL4 中と同じ . Pと同じ 中とIじ ■上向じ EElとIL:

甘●のJLjI*■の外廿#入可 ●一I■■｢ PとFIじ EBとqじの棚(書令書32JiD>2)

■■(省令■33+) iI.) 従うべき暮■ 声と同じ 中と内L: IlとJIじ EBとIIじ

Edとrqじ Iとrqじ Aと同じ とでせる.) ≡:恐 過 誤 泣=11山 一山 ZJu

tl+rI(辛+暮34A) fdlaL斗 bTとR)じ dlとrqじ 声と向L: Iとdじ 4とI

■■○■ヽ●tttt)I+1にVE5. 従うべそ■■ Eqと同じ 4と市じ 色と丙じ 一一と■じ AtIC

JFIt■の■Iltt◆ltI■ー暮 従うべき暮tー EElと同じ 1とrqじ FLとJqじ ■と■じ 4とI8じ

仲生tI(牛令書10■)■ ●酌JEZI 句と向L: JJとrqL: ■と■じ Aと内じ

椎茸5滋路 側 tの I孟WBJt.tに打 も入榊 l
iほ ざま打 帥 批 おけるl打芸t.,'fXは■巾.J

その他 特になし 特l=なし 柵 こなし る.

ももの J*当なし Vtあり(①一之 tもこどq Iの暮kI1-ht話点したtt
してい●tl} ~い

l ■してい
ももd) 定)

していももの



○拝ヽ折のBI及び4暮l=N71る暮事の魚IN文状況1tFl■状況書(7日:+7b)

hT f lE分 +書M■lq■7r 7+♯llrA格書LFrB *JIJtkalrB PIJIPP打 Jf～JI雑 巾

州 名8 JtZ●事12月Nt) 相書qt市gtIqL牡XPのB*Aぴltl-llTる暮事‡穴d)ち kSI市Jtt一■札■BのklJLtFItの暮事に■するAq(24+12JIIt) JI*方)
生省令T43号) JE暮■Ihd)&暮む

世tの暮ZI(¥et32●ー 0.1■gEを入所させ古書T柿 *う<e暮■̀ d/人 ■と■じ ■と■じ ■と■じ

Flと同じ b)とPじ 日とIじ 甲とPじ

E弗I.JIJII.tホ dtとIll= dTと何じ Jと何じ JrとIL:
焦事に必■な用Jt +IIJL+ Iとdじ 内と同じ 臼とIIじ ■と■じ ■と■じ

2JL以上Dtを入所させる書T市 従うベeJL● JIとIL: IとIじ 円と印じ

JbとIじ 中と■じ

ITー′人) FLとI)じ ■と■じ 凸と■じ ELIとPIじ

JIII.t EhtIC bと■じ ■と■Iじ IとIlじ

1I■に曲事を用JL ●一9暮事 一■と■じ ■と■じ ■と■じ J)と■じ JTとPqt:

■■ 対■,■■(舶 なし) 叶暮外 対■外 升■外 対■外

+b暮事 l一と■じ FLと内じ ■と■じ 1とIじ Eqとqじ

Jの暮事d}叫(48★32■の之) JE+Q}外8*入T r一,暮一■ ELt一■じ l■と■じ dZとれじ

■■(省●★93+) ち.) 従うベeJt■ ■●l:4とI)じ ■と■じ lLとIじ 中とT4じ

■ll▲ ー† 点 =>_

■▼の内●(tef3J■)に45. gtうぺeJLJk Aじ JIとJqじ ■と■じ ■と■じ Aとqじ

■

ZF■lー■ーI■Iの■*+JIBt ftうベせ暮● Jk Iじ JIと■じ IとJIじ J)と巾じ

f生ーJr(判 fT10JE)I ●h暮■ ■と■じ ■と■じ l■と■じ ■Iと■じ 4とれじ

flD仙 事■肪止0対Jt ★になし I*yL書(■一事lI4･ttiIltl-jl火■ Mになし 書lこなしIf(+llA)It

なし ■当なし Pgiなし

tと AIlこ■TLn 与ヽもの

し巾IJ>Lを のの

育)

Il ち いもものl ち いももの



◎tt■市の84及びJ暮l=Pする玉手の魚elN定状況及びJJI状況■(#文書TF)

申 l 区分 先知qt名古J78 ■●令書■TB 大Pik大隈7B 大Pik堺7P A■■●I

Allt+ +I帯乍f析+のBIAtF47にMする暮■事をためる魚■

生te書63号) 正】

投■のIi■(年令事犯■) 0､1■児を入所させる保▼析 Vtうべき暮jI 3.3rd/人 ■lとtIじ tとT■じ J

Eqと同じ Fとrqじ EElとqじ Fqと向じ

IL書暮.■JL暮､書析 ELlとP)じ Elと同じ I)と丙じ EIと同じ Elと向じ

1酌IjI EEIと同じ tqとPIじ gLと恥じ 屯とI)じ ■とJqじ

之●以上 児 を入 所させる≠T新 従うべきJL叫 FLと同じ Elと同じ 4と同じ EqとIlu ■とJIじlTf/A) EZlと同じ EIと同L: 4と何じ TBA州巾こBめもJLeI暮.r書t市の廿強にあもJL外暮■tに伽 ぺ書■■沌もってこれに代えもことがで卓もJtJ一女した.

dlとFqじ 可とFqじ 円と■じ

+II暮 Jqと内じ ElとPqじ 4とbじ dlと用じ ■とMじ

4貞■ 対暮.外 A/A HAn HA^

f酌暮qL EEIと同じ FIとrqじ ■と■じ ■と■じ ■と■じ

JRlの暮BIのM (書や132■の2) ttの外Bt人可 +I,JL+ EEIとRL: CEとtqじ EIと■じ Jtlと用じ

■■(省令★33負 ) も.) 従うべき暮ZI EElと同じ 沖とP)じ CIとdじ EEIと向じ

書T+Pq(壬*■34A) 4由暮ZI ElとPqじ Ehと同じ qtJl11■rUl tーと向じ ElとJIじ

t■Q>内■(牛●13SA)(こ&う. 従うぺeJt● Eqと用じ CIとFqじ 可と円じ ■と■じ ■と■じ

▼■tIの■■(t●■●■11■ 従う<さ■■ dlとRlじ E)と同じ 内と用L: ■lと円じ ■と■じ

f生T4(省令I10負)書 ●hJL+ Aと同じ tLとFqじ tとTqじ ■と■じ t■とMじ

その他 ･♯書の令書をd定･■力tnの俳Bを現車 blとPじ +Jこなし +lこなし

書巻なし VZlあLJ }+あLJ((臥-1dTT4を清■したtT折については.暮JLI4

Lとめ
もヽもの

し■ALを
め 牡法人r=BJE)

tiItの



◎*★折のPtJLぴ■tl=MするJI事の柵 It状況JLぴ1れtE況■(fbヰ■Tr)

F) I E分 ■LLJ■II山市 広も■広▲市 8LI■北九N7B . 1-I■I■IITB 汁+■*+TP

帥 毛. 豊玉
令書○3号) J*之Bt10JI) 72J■士)

0､祭る乍市野 ㌢ i.n人JtせZIT#■生tt1A IyE暮(1,65rrF/人) 従うぺeJLI 3.3rrr/人 れ兄土(33nl/人)

EIと同じ EIとMじ oJLX3.3ITf/A o■Jt4.粥rrr/人

せTEホ土.■書土.t析 l■と■じ tLとqじ 4とIIじ ■と■じ Iと巾じ
書書lW ■な用Jt +JIJL4 l■とRじ EIと巾じ EbとIじ IとlI Iと同じ

以を tEうベe暮■ 巾と■じ 勺と■じ 円と■じ EIと■じ

円と円じ

孟 五 重だ黙 慧 芯 諾 誌 P,T3TahI′人) dIと何じ Iと何じ JLと■じ Jk JIじ
hJIt.Q斤 tIとIIじ dlとRL: 4と同じ d]と¶じ 円とTqじ

乍Tに血書なJIJL ●由暮● ■と■じ □lと用じ FIと■じ EIとIIじ ■とqlじ

■■ 対■外 qt̂ 対暮外 Htn 対■外

fd,JLJI l一とqじ Elと同じ 由とJqじ ZqとIじ Aとqじ

…聖賢,-i事の外8■入可 4-,暮qLErL:qじ FとlqL: Frと■t:

■IJt■JL も.諾柵 3王壬l■諾 ) 従うぺ書暮■ lーと巾じ ー̀とIt: Iとqじ ■tIK; FとdTじ

Aと円じ EqとFqLl 1JLt■ 6!1 1と■じ ■と■じ

T.l.tT:仰 .日につき○書冊‡■N 4hJL4 EAと巾じ 汀とrIじ EbとIじ IとbL=

T.'温 眉 従うベ e暮+ ■と■じ IとRt: 4と■じ Jと JIとJIじラ.

JIIt■巾■Il(t●X○平Itt Vtうぺe暮■ □lと■じ ■と■じ bとPじ EdとIじ 4と的じ

f生fItt令書 1○ fA)事 fhJL+ 4とIIじ ■と■lじ ■と■じ 円と■じ ELと巾じ

その他 上 I

L ■t t tーヽ牡 rjL

ちしし1t▼書Tの一■■■■てtt●,■■ 書に■*してい

士していiもの

1457■書

ntとして七●
一)一tJLll-さもの いる) 人_公iJt用法人)し

をVF書として壮l和一lILItTJIめもなどしてと●d*牡



◎拝■斤のP■AぴZ書にIITる暮+の魚OIW7E状iZ及び4FR林iFZ事(中心市)

7L l 区分 北斗辻旭川市 北Jt暮■JLホ t●■■● ■事■II 軌E)■t先E]市

JLJtI Jt24年12月N7t)生iE令 書83+) 集eI

■tのt■(書令書32Al 0.1■児を入析させるt■市 VEうべきJLJI 1とqL: IとRじ EIとIじ ■と■じ

■と■じ EIと何じ 叫とMじ 書と■じ

JE7*王.■4土.任所 ■と■じ 4とIじ IとIIじ ■と■じ l■と■=ニ

IR暮4 Jと同じ ElとP)じ Elと同じ FIと何じ EIとIじ

之JLBl上tt入片手 従うベe■■ tLと■lじ 4とれじ EDと同じ . IとAじ Jと■じ■′人) AとRじ ■と■じ EDと同じ JFtしない. ■と■じ

せるPF■■ ■11.書折 Edと何じ Jと■じ EIと同L: ■と■lじ

l冊▼l:曲事細 JL +JIJL+ EBと同じ l■と用じ tとVqじ と■Iじ ■と■lじ

■■ 対L外 村■外 gtn HIn Jf■外
●R暮ZI ■と■lじ ■と■じ EIとlqじ lコと■=ニ ■と■じ

JlJのJL+の柵 (1令TJ2*の之) ●■l■■ ELと向じ Jと内じ blとRlじ ■七円じ ■と■じ
I+の外書■入可

■■(¥*書33●I Qtうーくさ暮■ Aとrqじ IとIIじ EIと何じ ■と■じ t■と一■じ

yt30:1 四とI)L: EIと何L: 4と向じ ■と■じ lIとIじ

+▼●巾(書●■叫A) tEIl二つ如 書Thを中仙 ●t的JljI tと同じ IlとIIじ Jlと円じ Jと円じ tと■じ

■▼の内●(4tIl■AJ 従う.くさ暮■ ED上向じ Lと巾じ ■と■じ ■とMじ lkIじ

1■IJFIのIJl(4令■EI+)t■ 推うべき暮jI EEIL:冊じ 口と同じ 4と■事じ 1とqじ ■と■じ

+生TJL(書令書一〇Al■ +酌■JF dと伺L: EIとdじ Elとbじ ■と■ーじ ■と■じ

そのtl 特になし 7+にJ>し ～lこなし 書になし

ItP JA当なし なし I圭(=♯IALJ

し

してい4もの

=■tLllいももの

I--I

していもtの



○tT斤のtt+JLtFt暮に■する暮事の州 IJ!牡jRJLぴlJI岬 +(lP仰 )

I t B分 lJL■8LLJ市 qlA■いわき市 ■木■事●書7B IJt■♯+市 ■■■tIホ

+*t+
生f令書434) 年12月27E]廿丈J

8■ の暮JLーt l lt32■) 〇､1■児を入l下させる47市 従うJ<書暮4 3.3rrr/人 ■と何じ tIとIlじ 凸と■じ

ItIIじ EIとIじ ■と■じ ■と■じ EIとIlじ

t舟).lJLI.書析 4とlIじ ■と■じ ■と■じ 山とー■じ dlとIIL:

書★l=曲事な用JL +lIJLJI tと■じ 可とRじ 4)とIじ blとIじ ELとIIじ

tJLLZ上BEを大書させる偉 従うぺei+ 中と■じ RとIIじ ■と■じ ■と■じ JとRL:

JとIじ 中と■じ ■と■じ ■と■じ IとIIじ
n1/A)

T析 JIJLI､fJF ELIとRL: ■と■じ Lと巾L:

書Tに曲事なJIIJL ●R暮qLEIとFIじ tqとFIじ LとFIじ ■と■じ ■と■じ

■■ 対■外 ～Î 対■外 rt* ■■外

●■一▲■ TtIじ tlとIIじ tと■亡 と■じ ■と■じ

B■のJL■0)柵 (te■JiJrd>2) +hJi■ ■と■じ ■と■じ 句とIIじ tと■じ
I+の外■■入可

■■(I+Tl)■ー VEうJ<書暮■ Tもよう#d石. のわ力JAX ■と円じ 4とI)じ Edとqじ

yt3l):1 口と■じ ▲■l七一rf ln-1 hと同じ IとIlじ tと■E,

+▼IM(t●t34JF) ●■暮■ IとIIじ tと■じ ■と■じ ■とRC ■と巾L:

+Tの内■(i●■一■■) *うぺet■ ■と■じ tとIIじ 血と■じ ■と■じ ■と■じ

†■■Iの一一Itttt●●J暮 芸㌢ 書 ■と■じ 勺と■じ tqとIIじ EAとIlじ

Y生TI(18710+78 +FIJLqL■と■じ ■と■じ tAと■じ IとIll= ■と■じ

モのfb Itとの暮れ IIとの暮tL J書■ Jt A d)7LJLaJL 上

At,d}a廿N暮Ji人1>肘 のしているtIのももd>してい4もの していもものIL卓していもt.Q)にA丘してい一七の LAiなし 特になし になし JIJや



中書十戒のLRJALFt暮IこJTるJLiIのAIIN丘状iFZ及び■用状iFe事(EF)牡市)

4l l 区分 相互■川ZA市 干■A拍d市 千暮LtfEl市 +*JIIJt+a■市 T山■TLLJ市

++t■

itJE舶 ▲棚 のJ" &ぴ如 ■こ肘 る村 側 榊 qLii'iJLT',tr q牡JEnの帥 ZLtF恥 に肘 も州 平̀肋 年生生絹 834ー ! E3*竹ー 定一月) 月1日NJ!)

84のJIJL(牛*和2JrJ ot1■9tを入ホさせるや■斤 巨竺 竺 ±1.兜1.3d,A 7LyE王●_pBrTT/人 EZIと巾L: ■と『じ

重訂 を皇o■帥 nt/人 EIとdじ Erと■ーじ ■とれじ

dE帝王.JII土.任所 中とRL: bと月じ 九七月L: tLと■lじ EAと■じ

拝tに必■な用A +酌J,JI JZlとFlじ EFとqじ Aとれじ tと向じ 中とIll=

2■以上Rt入所させる*T帯 従うべき■■ 内と内じ 先TもtIのとTも, ■とれじ ■と■じ

nf′人) tLと■じ EDと再じ Pとrqじ EIと■じ ■と■じ

IllJE.仕薪 blと向L: AとIじ ■とTqじ 内とPじ ■と■■じ

rhJL+ PとPじ ■lとFtじ IlとTgじ bと何L: ■と用じ

■● 対■外 ～I* 封■外 対■外 村■外PJgJIZt Fl)とPじ FtIとIじ 一lと■じ t■と■lじ Iと■じ

■■のJL+の柵 (書令書32JFの2) *事d}外書■入可 *jgJiZr 由とIじ A)とRじ a)と内じ I事liJil■■Jrのみ tとlIじ

■■(省令■33■) ★う一くせJill AとIじ EqとIじ PとJIじ EBとIIじ ■と■じ

兄30:I d)とlqじ EDとFIじ dと同L; ､山 ■池上LLj王止 ■と■じ

+I+II)ttlT14*) ■■l■■ EAとRじ JIとIIじ 血と{じ ■と■じ JLとIヒ

+★A)内書く書*T3J■) yLうJte壬jI PとRじ Eqと月じ dlとPIじ JとPL: tと■じ

JPIJII の qlJl(書書■gI)i 従うべき暮● dlと月じ EPと同じ EIとrIじ Iと巾じ ■と■じ

■生tI一書や■I○■)■ *RJL+ Jdと■じ EIとIL: 1とPLじ 4とPじ ■と■じ

その他 仰 こなし I●[=なし ～J=なL. +IこtjL I書付け4

もtA) LAjAなし tL負わLJ㊥-之 rJLなし

Lてい6もd)

しているものIt○しているもo



○■■市の政tAEFZrに■するP の… 書状iRAぴ■月脚 (中■寸)

I - 1 区分 石JLJ■■沢市 Jt軒■AJf市 ■■■■■¶ 蜘 ■暮■ホ̀ tAFIJd)市

■一■書■ 生年令書831) ■l
12JINt)

p書の暮ZItt+I)I●) 0_1■yEを入所させるf■ *5JteJB4 内と何じ 3_コnJ/人 M I(3_3nl′人) A児J(9.ant/A)

■と■じ IとIlじ ■と■じ IとMじ

■事土.■■土,書ホ FとRFl= tとJtじ JIとPgじ ■と■じ 4とIlじ

ftl=Bfな用A +IIIJI 可と■じ PとIL: FElとrIじ 中とlll= LとPIt:

Z-JL■i,tt入市さ kうベtJLJI ∴ ノ .-JL ,:,. l Iと由L: ELとFqじ ■と■じ Fと■ーL:～/A) IとIIじ EIと■L: Tと■じ ■と■じ JJとIじ

せる書f片 ■IItt市 ■とIILl ■と■じ 中とl■L: JIとJqじ JIとPL:

書Tに¢+なJIJL ●IW tと■じ ■と■じ IとTIじ ■と■じ ■と■じ

■■ 対■外 HI^ 対*外 対■外 HA外

●P暮JItと■じ lLとIlじ tlと■じ ■と■じ ■と■じ

世■の■40}M (事令書324の2) I+の外●JL入可 ●■暮■ 中と■じ ■と円じ ■と■じ Jと■ーじ

■■(省令*33■) yEうべき暮JI と■じ ■と■じ 叫と■じ l一とIlじ ■Iと■じ

■▼■■(t●T3一■】 +IIJA と■じ ■と■じ EIとPIじ 声と■じ ■と■じ

Tの内fLtltltt1 ttうぺさ■■ ■と■じ ■と■じ Jfと■L: ■と■じ Iと一一じ

lq■IIIq>TIl(8令■9■7 *うJtt暮JI ■tlIじ ■とRじ qlとqじ ■と■じ 中と■L:

生fI(tt■1○■)● *一IJpJI と■じ ■と■じ t■と■じ ■と■じ tlとー■じ

その■ lこBL せ ~ ･■力Ellの書■ L
Q)文tに上る中t･+atJLま■の対応 ･書付への*B の暮■) と た.

6も0LTいももd)



○■■Rの牧■ZLtFlrにMTるP の集MNd;状況及びit用吠iJe事(中ATP)

b] l EE分 ま.N)■Pr■市 jBt■大斗市 大阪府X*市 大臣府十大Pi市 大F書JL中市

Jt●一名事 生lt■●}+) I

甘■のJl■(年令132●ー 0,1■yEを入所させる■■市 VEうべき■■f酌JF事 EbとRじ ■とれじ 4とIqじ

屯と吊じ AとfIじ EqとPIじ ■と■じ ■と■じ

JL書主.■Jl土.吐所 Eqと同じ JIとIgじ 血とqじ Jqと巾じ ■と■じ

Pと円じ ､ Fと円じ 内と向じ EbとIlじ ■と■lじ

2A以上Jt‡入所させる環T斤 世うべきJLJI PとIL: ZIとrIじ 円とPIじ 4とIIじ ■とIじ

rTf/人) a)と同じ Aとhじ AとPIじ ■と■じ FIとIIじ

JIIi.(析 lーとlqじ 中とIじ l■とl■じ Jlと■lL: ■と■じ

rIIJLt 中と同じ LとFIじ ■IJ:再じ EIとIL: ■Iと■じ

■■ 対JL外 対■外 対■外 JVt+ Htn

+一llqL4と■lじ llとt■じ lーとRじ 【■と■‖ニ ■と■■じ

叔■のJPJF t事の外++入可 ●jI毒qLa)と何じ ■と■じ ■tTIじ 1と■じ 血と■じ
め+初(書*書32Jlの2)

■■(年令133■) 従うべき■■ Pと内じ EDと■じ CqとrIL: ■と■じ Elとlqじ

(乍T析)1■U目 白.1 JL' t■とIIじ 30:I
yE3○_t _ 4 以上yE30_1(B定こどもh) 【暮色2人EL)

tTlWIーt+TJ4■一 ●一一暮■ 中とRL: IとIIじ ■とPIじ lIとJqじ ■と■じ

■tのFqllt*■一一■一 qtうべき■■ AとFILl FとIじ ～)とPIじ ■とqじ ■と■じ

JーIJtL■のJー■(書令書9■)t■ 従うべき暮■ A)とrqL: 4)と同じ ■と■じ tと■lじ ■と■じ

I生TI(書8■1○■)■ IRiBZI ■と■じ IとrqL: ■と■じ 円と■じ ■と■一じ

モ4)也 lこなし iEtBけちけち 8Jこなし NIになし ■と■じ

一もの) tLLItJLJ.II+していtlt,のtt一Iと 公立■1I帯d>Zttttしてい一t'の3分土tI■のJET化E +暮■牡の■入t*JE してい6もの 称になし

+丘していもt,の



○■T斤のtRJJttFTtl=NするJi4のJLq■千畑 Aぴ1脚 ■(中肘 )

CA L tB分 兵■■ttL市 兵■■百官市 負+■尼■市 ♯JL■♯ATB 巾tLLl■柵 Jll市

++tt 生8令T434) lZFA24JF12FI■走) 月)

blのaL事(牛e*32+) 0､1■gFを入所させる書書市 従うぺe暮事 EdとFlじ ■と■じ ■と■じ

■と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ ELとqじ

L書土.It土.t析 tLとIL: PIとRじ ■と■じ l一とMじ

tll=血書な用Jt 4hJiJI ■と■じ 4とIIじ ■とFEIじ ■と■じ ■と■じ

2■以上Jtを入拝させる焦 芸㌢ 書 ■と■じ ■と■じ ■とl■じ ■と■じ Jと巾じ

rd/人) tlとlqt= ■と■じ 1と何じ

T斤 IIIJ_t斤 EnとIlじ ■と■じ 4とrllL: IとIIL: IとnL:

+Tに曲事ヰJIJL IJ9Ji■ ■と■じ lLとIIじ ■とFIじ ■と■じ ■と■じ

■■ 叫JL外 #■外 #■外 HÎ
I と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ

+の暮ZLのM (書eT32Aの2ー Jt事の外書■入可 *hI■ ■と■じ 山と■じ 1とqじ ■とMじ

■■(省令暮33■I *うべき暮■ と■じ 一一と■じ 丁も1台t*く) rL:■じ Jと■じ

■■■t4+書叫JL) +前暮JI ■と■じ Jと■じ tと■じ ■とIL: FとJIじ

+十の内●tt+faeJL) 王r e tーと■じ +とIIL: ■と■じ ■と■じ ■と■‖ニ

J" IIIのJI～(ftLBA)暮 fEうぺ書■■ 声と■じ ■とIlじ 4と同じ lLとIじ ■とRじ

I*TltttIIQA)+ ●I)JL EIと一一じ Iと■じ l■と■一じ IとIll= EIt■一じ

モo仙 IIlこなし ≠lこなし t

1tI+T一片のIt.1tヽ○8tt*■k岳人やE7FQ}していもt.め していLtの に一lJ!していのまJItnもd)人事l=I声tJCI才JItIll)



○tf市のLMIAびltI=NTるJriIの兵QI■士状況Aぴ1月状iJZ事(中tk7B)

I) t 旦廿 ■山■tt市 広JL■q山市 山E)■下■ f川■T払市 tlI■樫山市

+■lt■

生半令書634) 6年3月19EINモ) ■ twlー

J?+の主事(書e事32■) 0,1■yEを人片させる■■市 従うJte暮●+酌JI斗 dlとFlじ 3.3d/人 A)と向じ 血lとRじ ■と■じ

dlと同L: EqとIじ tLとIIじ dLtqじ ■と■じ

EEオ王,JII王.書林 dlと向じ ELとれじ tAと何じ 4と向じ )と巾じ

Ifl=必fな用Jt I)とFgじ ZZlと中じ I)とFIじ Lとqじ t■と■じ

lJLLL上兄を人中させもt■■ 従うべきJL事 中とPIじ FとFIじ EEIとFqL: ■とRじ ■と■じ

nf/A) 中とIIじ PとFIじ Zとrqじ Jとqじ Lとqじ

JIIJ_t析 EPとlqじ ZqとIじ FIとqL: ■と■じ ■lと■じ

tTl=d>fな用JL ●酌JL事 JIとIlじ ■と■じ 血とFgじ ■と■じ と■lじ

■● HLn 対■外 対t外 qtn #■外

●■■■■ t■と一■じ l■と■lじ 4と同L: Iと内じ ■と■じ

B*の暮ZIの特8l(書*■32Aの2) *事の外8l■人可 ●h暮4 EPとIじ lコと■じ JとMじ JIと■L: t■とl■じ

■■(書令133+) ttう.くさ▲■ dlと向じ 円とFEIじ Ebと内じ ■と■じ Jと■じ

gt弧._1 ■と■じ dlと■じ 旦!L1 ■J=同じ JIとIlLl

++IIIltIeT34■) ●■一JI斗 ■と■じ lIとALl ■lとrIL: 4)とI)じ ■と■じ

tTの内■(it*3Jl■) 従うべきJET EEIとFgL: Fと■じ A)とPlじ ■と■じ ■と■じ

JFIIIのJIMtt●T○JL)I 催う<き暮■ I)とIIじ ELとlFIじ ■lとFIじ ■とl一じ ■と■lじ

+生TJItter1tl書)■ eR暮Z■ A)とlFgじ 声と■じ l■とFlじ tとt■じ

td}他 て､ 7+l=なし Ztl書棚 ■定なし) ･戸牡の書●I･暮書d}*の■fiF I●l=なし

とする.

JI■TMのJE1■■t▼I-●ト王tT■■市としてtI+一■牡ZItLtttJL色ト1分書一●寺井してい4帥t公書lt拝*としでtL+.4暮書1折のII,IOLI.■人■F=■d:人や■7FJILk..tTAgしたlT●仙 人IIJしているものJ■士LTtttもQ) l=■走していのJLJItI■tの̂IJ=PJF暮IOJIJIt=Itしてい人■に■丈も■*のJtJI-tの事■tもヽの tJL 書にd L



Ot■折のb+AぴITIJ fもJL4のM ■t牡JRJLtfl■伸 ■(中P )

dl 1 g分 暮b■7lb市 III■久T*76 JE■■Jt■7R 大分■大分市 Tl一■T■市

■●lt●
生半令書■3■) 1暮 ､ Jtq12月M丘) B tの暮 ._ ■■424年12JINt)

B*の益ZL(te事32■) 0.1■児を入一■させも書1ホ ■gEJl(1JqSnt′人1 gtうぺ書暮■ 中と■じ JIとJIじ JIとJじ

■と■じ JとIIじ ■と■じ ■とl■じ

■■暮,IllI､書 ■と■じ EAとIじ IとIじ ■と■じ ■とMじ

*Tに曲■なRJt +IIJL ELとIIじ 4とIIじ EIとIIじ ■と■じ ■と■じ

2■以lJtS入所させる青書析 戦う.くせ■■ ■と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ

nT/A) IとI-じ ■と■じ lgとIじ ■と■じ ■と■じ

JIIIJ.t帯 ■と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ

食Tr=必■なJIJL *■ー暮■ ■と■じ ■と■じ ■と円じ Rと■じ ■と■じ■■ #■外 HJt外 ガJL外 HL外 対L外
●一一暮JI tと■じ EDとIIじ IとIlじ ■と■じ ■と■じ

曲tの暮事のM (teT32■Q)2) *事の外●■入可 ●帖 ■ ■と■じ ■と■じ ■と■lじ t■と■じ

■■(書令書33+) *うJt書暮事 t■と■じ と■じ ■と■じ JとRじ

■▼●■tt●■叫JLl ●仙 ● と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ

■TのFIl●lt+lJI+) 牡うぺ書IJI 凸と■じ ■と■じ 中とRじ ■と■じ ■と■じ

tfT(柄事10■)■ ●■I▲■ ■と■じ ■と■じ ■と■じ rと■ーt:

モの■ 7tlこなし *になL b事な♯■のI+こと(JtカBhD■■■Jltならない【■■■o*■●) f=なし

ttのqゝatL柵 良人や■書のLTいるt,の していももの なし
lユL-1公立tTR 人にIL壬)



◎辞■巾の世■AtFlfにbするJPの集例fIモ状況及びZ用状況事(中tL市l

ti) I 区分 JL児JLJL*DtA市 沖■■亦JI市

Jz9l名書
生半令書●3I)

投●Q}Jl+(牛令書32I) 0.1■児を入所させる焦★斤 従うべそ暮4 t丑とTqじ

Fqと甲じ EIと巾じ ( p〟 )

FL■王.■I土,QE市 ■と月じ Dとqじ ( 〝〝 )

書tl=曲事な用Jt ●酌JL■ 中とIFIじ JZIL:Il° ( u )

2■以上Jtを^7Weせる書 耳うベe暮書 ` FqとFgじ 用とIIじ ( 〝〝 )

■′人) 叫と内じ 内とIlじ ( 〟〝 ー

1市 JIt土.兼帯 Iと■ ELと巾じ ( d 〟 )

*TにdB如 月A ●酌■+ qとFIじ J)と再じ ( 〟〝 )■■対■外 対■外

+P暮書 Eqとfqじ

甘tq>&ZIの持切(書令書9ま■Q)引 A+の外+■入可 +OIJI 4とRじ dIとIIじ ( 〝 〝 )

■■(tttI:ItI tt与J<書JLJI 4lとIIじ

Dt30:T Eqと同じ JElとdじ

斤TMt●●t14+I ●酌暮jt 甲とIじ

+▼d}内■(i8T3S■) 使うべき■■ tとIじ

JI■tIのJJI■ttltl■ーI 従うべきJL+ Iと向じ

+ITI(ttTTQA)I +FTJE牛 4と巾じ

その他 竹になし

tIto3枚●■仙人や■7Fのしていももの しているtA) JA■EJ:し



〇年■市の84JLぴittl=～する■書の*仙 J;状aZAぴilJI伏JRf(平JtzG■4月IP■七の●tJtJrtp^以上のqJE打)

EL 1 区分 Tt■大■TF 書ヰqt十位JLTP *■■水ITB Jt王■川口TP 1王■ポ肘 Jf王+JLb巾■

JtM名書生88+83JBJ tk畠なし ItJ

牧ID)暮JL まうノくさ暮● 4lこ■t;i Jtとnじ ELと巾じ

○_1tyLを大柿させもtt■2JLGI上児も ILにJIじも Iと同じ ■と■じ

LJJL.PIJ!.■斤 JIl=+じi> ■と■じ EElとhじ OE市はELとIlじ 仕析lt■とI)じ

tTl=也一事な用Jt I巾JLZIAl=+じる ■と■じ ■と■じ ■､■と■じ ■と■じ Iと同じ

(書令書32Ji) En.■と■じ I盲hLiJ~一一

I.! 1- r■J → ー JBlこ●じ6 ■と■じ Iと恥じ ■.■と■じ 凸と■じ l■と■じ

入所させるtTボー■l ■IJLt Eblこ事じる ■と■じ dIと一一じ 書斤fl■lと■L: 4!折は書と巾t:

書Tに曲事なJtJL +dI暮事 thl-- じも Iと■じ ■と■じ ■.■と■じ ■と■じ IとJqじ

■■ 対 t 一一 対■外 HJtn JrJIJW (JFJtせ1) 対■外 対JL外

4巾暮ZIlIに■じ4 Iと■じ Iと巾t: ■.書と■じ ■と■じ ■と■じ

牡lLのJL4のM(tt■3ZAの2)JE事の外■十 人 可 ●一I■■I一二■じも ■と■じ ■と■じ ■､■と■じ I,とfqじ ■と■lじ

■■(¥*■33■) ち.) tうべそ暮 ■ FLla じも ■と■じ 中と■じ ■､■と■じ Iと■じ JとIじ

■▼●■一書eJFaW ●R■■ JtII10+～ ■と■じ ■と■lじ ■■11■t■ tとIL: lIとIL:

fTの一吋■(ttb ■)*5. tうJ<e暮● T に■t:i ■と■じ ■と■じ ■､■と■じ ■と■じ ■と■じ

事書■■の■JI(t●暮9■I■ 訂 ●■に■じも ■と■じ ELと■じ ■､■と■じ ■と■じ ■と■じ

f生tIE脊8*1tIt)■ +Jg暮■ZDに ●じも ■と■じ lLとIlじ ■.■と■じ 中とIlじ ■と■じ

その他 7Il=なし tと■じ qlこなし [=よる手書て*書

書にLrL 特I=なし 特Iこなし IL当なし )tJSなし

Iとし■IしI*

の

いももの



◎書TRのB*AtJt暮にHナZ'J外の典例胡Zt吠頚及び暮用状況事(平成25年1月18gI在の挿qZt暮甘50人以上のTFE町)

℡ 1 区分 干暮PL市川市 干JEPL松戸7P 干1■市dt7r 干■PL,1全市 干Jl■ *山 EF)*匡

魚el名書 fB39年条例★34号) qLA●一生暮iーとすも
生liFtdaJBー

収■の暮と■(tや第310.1■児を入所幸せも骨1析 従うべき暮ZI ■と用じ

1JLyE3.3nf/人 書とrqL:

IL事I,■JL■､t■ ■と■じ ■と■じ

良書に舟■な用Jt ●巾JL4 ーと佃じ . ■とtqじ

●) 2JLBL上yEを入所させる斥T析 VEうべきJLqL ■と同じ ■と叩じ

--..- : -.JJ .1 UFと爪じ ■とrIじ

Jtt土.任所 ■と■じ ■とFqじ

fJg暮■ HLと同じ ■とMじ ー■一 村t外 対■外 対*外 ■暮れ

●Ig暮I ■と同じ +とrIじ

LLtのJL4のTrq(書手■32書の2) JE+の外書#入可 +RJJI 札と同じ ■とqじ

■■(牛令書胡■一 ち.) gEうべきJL4 ■とFlじ IとIじ

児 30..I 乳児3(=i親 ㌍ 出血-1血岨 也 ■とrqじ T l

■■●■llt●134J-) +ホl暮4 qLとPじ

書Tの内書tt一.b暮35■ー従う. 従うペせ暮● ■と¶じ ILとR)じ

平■JL■のJFIJttt★9i)■ 8EうべきiL4 ■と■じ ■と向lL

中生VJl一書令書10+)+ +一一暮斗 PLとRじ ■とJqじ

その他 7tになし ■と■じ

JBもの LA当なし

としIい一t,の

し■1■I⑳-IId>

LTtLAlLtdt人事一

いる. 対■外とした. ていも
ももD

上してtEa7IqtiL人I
などしていttの



○tT斤の甘■Aびttl=IIナtJL4の棚 IIttt涙JtぴJLJ18jR■叩JW ■l月lE)Iを0… ▲■和人JX上の78Btr)

Eq lEE分 * 区 析dr区 文末色 ■EElg 江★Fl JL川tE

Afl名■ 生省令T83JB) 1用 I文JIE正なし

n+の暮Zt(省令rSZI) o_1■gEを入所させる食f■i VtうJ<eJB+ oJL兄5_Od/人

E書t.■I土.fE所

焦書に曲事なFF)JL ●一lJL■8tうべきJL4 ー -

2■以上児舌入所させる虫■J■

･T1. - -,二J .1- -∠ム｣ -

■IJL便所

●一l暮●

LMi ■1■ " A +■外

青書士書にJするff火上のJL4 ●一l暮

牧●のJ.4のlー■(書tI32Aの2)*事の外♯■入可 lM

■■(V令T33A) ち.) 従うべ書暮4

T叩(11134A) ●■l暮●

tTの内書くtt★35■)tう. Vtうベ書暮■

叫 I■のJrIl(ft■○■ー■ 従うJ{き■■

+tfI(省令T10■)● ●h JI

モの■

Iもめしていもtの ■に■ 文 してい○■■t■1■Std)B人事にlLt



◎保丁所の汲★Aぴ4tlこIlするJL斗の集胡Nた状況及び1月吠iR■【平成26年4月1E]̂ 在の71■9tJtk50人以上の7FE打)

cEl l 区分 白■区 大Ell匡 tKEl)等匡 ･ 淡谷区 中JFE 杉並区

AelGt 生iE令T434ー ttJLt4 ■ 中JIES斤■析兵Ql 杉JLIZ立書T市卓N杉JLE書T溝助■■

kZtの暮qL(giやyF32■) 0.1■児を大冊させる年1所 従うべき■■ ○■yLS.Od/人 oJLgE8Dnl/人 OJLJESJInー′人 JLDtsDrTf/人

IE++,一■JLJr､+市

侭Tに曲事な用Jt ●RJL4

之JLJX上児舌入冊させも辞★市 従うべきJLJI

●一句aL4

･HJ1 ●■ 対■外 封書外

●帖 ZI

甘■の暮4のM (書8≠31■の巳ー 暮+の外舟■入可 ●酌JL斗

■■(事令TJaIJ ち.) 従うべきJLJI

児30-_T I l ∫ ▲

■■■t■(ttT34JL) +ホ暮ZI

書10)内■(事●X3■■)+ラ. 徒うぺe暮4

叩 ■■のJI■lt◆■○■)■ gtうべき■■

■生tI(省令yFlO■)● +巾暮4

その他

県東していiI)

一と■ILt●

tt■lttI一人やJMLTLlttの
もの
してtL*ItLEL̂■lLIIたし~口､ももの
A

もの

などしてい6ものなどしてい6もの



○■T斤のJB+JLぴJ暮LIJIナ与JLZBのJrHNJ!状弟JuFJJl♯R■(平JhI事●JqlpJ壬の書●JFJlkfl)人以上oホF■)

EEI lg分 JJBEE 北辰 暮■丘 *JLFL 足立E 江戸JIIE

■N毛I 生t令書一3.■) 暮*扶巾■一■ AT扶一I事■l なし

JP*の ■ 斗(省令★32●) 0､1暮児を入所させる書★薪 呈㌢ 書 OJL児5.I)nl′人

IL■I.JLIt､■ホ

片TJ=b■なfFIJL r脚qtうべき暮qL

ヱJLAJ上gE‡入所させる書★析■tー●l

･r.. - .一｣ .-r

■IJ.dL市

丘Tl=曲JFなJIJL ●■暮JI

■■

rhI4

P+の■■の～N(te書SZAQ}2)暮事の外心k入可 +hJZI

■■(8令書33■ー ち.) gtうぺe■■

1し■tA2人をqEt

jI30.I ∴ .- I . ..- IJ 11I▲J.l▲ . . 一 一I,.一.: - ll.2JL■6L1･ ●一J .l▲.- . : ▲ I) は.1■十1▲t一■--_･l▲-., .一 .- ▲ p

,.,り / こ- ,I . A-,J! ,J▲.- ｣ . ▲...■
一■暮-■lJ.†Z._ ll▲JIL-..-▲J.▲L.I.▲

J . :1J リ:､:
Aク人事こt■tl_I_

■■柵(It134A) ●仙

+Th内■tttt)9Al■う. 芸iJ'さ

柵 JI瓜JIq(8tT○■I■ 従うペ書1事

f生VI(省 令 tlO■)■ ●一l■■

モo仙

P当あL) PJlもLJいるち l=A走)

とd}ヽもtld}

し■tLI+

としで牡*ItLE&人■lこ■tしていももの
の



⑳良書巾のtLAAぴItI=Mする▲準の弗MNZt状況AtFJ用y;況■(ZFd2時 4月‖]中古の称IytJEkBO人bL上の市EP)

EE) 1 区分 八王7.7r 立川TP 7EjlfFTP 三Jl市 斤中7B JI布7P

魚切名書 生4ie事lI34J なし q女親尭なし

Jq*の暮iI(省令fF32A) / ○.1▲yEを入所させる保★所 扱うべきaB4 oJL児d.OnT′人 oJLyt与.OITf/人 qL巾 0■児B瓜一一/人

■書暮､一■■暮､書ホ

+I?JLJIすること

2▲以上兄を入所させる良書群生背 従うぺe暮事

･ -JT-. L- I-J .1′-

JII王.便所

+JIJL+

■■ #kn

rr?▲王■

書のJ-gLのM (書令書32Aの2) *事の外fB*入可 fPJLZI

■▲(書*■SJt) ち.) 従うぺ卓暮斗

PESO:1 A- . . Jl =l′r. J L 地 上盟姓J 1■,tS:1 一 山 ⊥

∫ - ▲ ､.

.一■dZJのtIIlI=▲/▲ ､ =一▲I .-A/ ▲:,l▲p▲ - . =▲ .J 二

+■■rI(牛et34AJ rdIJL事

tTのPT書lt+■JI●)tう_ 吠うべき暮jI

平tqL■OqL(書●書○+Jt 従うべき■■

書生t4(年令■10■)● f酌atZI

そのh

6ヽt,d)

JE.)もの .

仙どしているt,lD



○tT斤の世●&び暮tlこIITtJLZld)M t状ZFZAtFlJII4t況I(平Jt26■▲JIBItの●■Jtt■60人EA上のTTEtr)

4 1 Fl分 ITEEITB 小*井市 小平7lI E)甘7b T村LLl7B EL分書TF

点fl名書 一片土加東なし 明文h!慶なし

生年令書63号) 上JEせJiJIをbt

十の■｣■(書令書32■) 0.1■gEを入所させる卑★Jf 芸i<書 JI¶ ○JL兄13ITf/人 JLJtShrd/人 人ー

ばふくt(urd′人I

■♯JLl地 .t斤

朱書l=曲事なJIJL +AJL4 -

tJrLL上Jtを入所させる4T斤一一●l 従うベe暮■

-.T . - ,たL .1. 暮4L声Iを4良) WrTf(*力■ホ)

PJu .任斤

*書に必FなJbA ●一l■一■
■一■ 一一■外 #t^ 叫■外●■暮JL

せ●の暮4a)～ (牛*事32Jiの2)JE事の外仙 人iI +醐 卓tIJt

■l■(teT33) ち.) gEうベ書暮4

児30:I l

■■■■tttt34A) Pか暮●

+Tの内f(書*T3I■)■う. Vtうベe暮■

事■ttのJrNtt●暮9AJt ytE <書

■土tIr手書TIO●)■ *榊

モめ仙 上)書ttすること

J*畠JSIJ い).

一とt[ の
Lnヽtも0公TJLe話JIした■★

I■I

しI･ももの
などしているt,め■



○早Tホのせ■及びJ暮l=PITもJIatの魚例NZE吠RAぴit用tt現事(平成25年1月=】現在の辞書*暮kBO人以上のホES打)

EE l lE分 7(大和巾 汁#ホ Ⅰ久r米市 事Jr巾 I++ 石暮書TTt

集el名書 生48T63号) qL*Tr立書★析nJLJteI

P一■Q}暮4(書令書32負) _llBEを入Niさせる乍TNi 使うべき暮■ oJ児5.OnT/人 ▲ytShd′人

Eホ土.JIt暮.Q析

●IIJ■ ∩

ZJ上jnを入所させる食書析 gtうぺ卓■■

I

JII王.仕析

+R暮JI

･l ■■ 封書外- #*^ Jft叶

rrb暮ql

IL*のJ4の竹R (手書32*の2) 暮■Q)外8t人可 rFgJL+ 色IIZL

■■(leT33Ji) ち.I 従うべき■jI

ユー30-_I

*T+I)(事8■34JL) fR暮Zー

■TQ)IIItt●●I)■■1ITJLLFの内●に■与_ 従うべき■●

JI事■■のktft*tIA)+ 従うべき暮斗

中生TIt書令書10■)■ fRaEZI

そのt一

と■ILI∫ め

一t一I

I辛しているもの

め

､●ヽ一I
としTtL*4書法人

86:どしてい一もd}



OtTMのB+JLtFJtにqfも暮JtのM IたytRJLぴ】■■4tSZf(JFJt26JF4JltヨItの●tkt■BO人GL上のTB盲町)

EtI l 区分 +*M■JF沢7P 1■幸lLL■事ケ■TP +*llI■大仰 大F仰 木巾 大EkttZl巾 大Fk八Jt76

■●lt● 7月) I(JIJ(ZSJF5月) ■■なし生年et83号)

BlQ}暮■(teT32 0.1■jtを入所させも■■折 牡うべ書暮● ■ANとIIじ ■*●ーとqじ ■■■と■じ kM とIlL:

ほふ<JH3,3nu人) ♯■一lと■じ ■ttと■じ ■■●Iと巾じ ■■●lと■じ

ILJI.■I暮.tJt ■■■と■じ ■Jr●化hじ ■… と■じ k点RとIlじ

珠tに曲■なJIJt ●■l暮■ ■JtfIとIIじ IM とqじ ■■巾と■じ JR■一一と巾じ

●) 2JLGLAl砦せる食■■LJJi Vtうベ書■■ ■●●lと■じ +JrIと■じ ■●十と■じ kA+と■じ

･TH.: I.J -.- ■tNと■じ ■州 と■じ tttと■じ *一JlとIlじ

JIIt.也市 ■■■と■じ ■■■と■じ ■榊 とqじ JRM とIIL:

斥Tに曲事な用Jt *仙 + ■M とqじ ■免れとqじ ■■一lとqじ kA巾とIIじ

■● 柵 外 書●外 #■外

●一i暮■■■●lと■じ ■M と巾じ ■JEdと向じ 書■●lとIlじ

B+の暮4d}■■(書やー324の2)JE事の外書■入可 ●■-暮JI ■州 と■じ ■… とqじ ■紬 と■じ ■●lと■じ

■(宅やT33IJ ち.) 呈㌻ き ■■■と■じ ■帥 t:巾じ ■州 とqじ

北SD:I ■■一lとれじ

■▼■■(事●事34A) ●仙● ■*■と■じ ■… と■じ ■■●は■じ k■■と■じ

tTの内lttlt)I■)■ う . qtうぺeJLJI JLJt■と巾t; JLJt■と巾L: ■●■と■じ kJiNと■じ

M ILの+IItteTB■)■ …㌻ さ ■■■と■じ ■細 とIIじ ■榊 とlIじ 書■llとIIじ

f生■I(省令 T 10■)■ l･ヤ - じ ■… とIIじ ■州 と■じ ■JrllとIIじ

モの■ *laL I(6年以一打 としての8■を+丁も■

I一一)してい●ものーtd>していももの に■暮してLO■JItt■もの人■に■tも暮tの*JItrJLALJ JAJiなし AL当なし俊■内JeFP可附帯を咋以上4せしていること れlt応■可k).
lこ■キLTLヽ人■lこ■tもJLIの枯q-td}★■eいもの



〇号T折の81BttJltに叫するJaのA例k丘状13tRぴtIq状漢書(平FLts年■月1E)現Bの特qLyttttso人以上の市邑tr)

EEl l 区分 兵Jrqt丑JZ市 兵JtLt甲l石TP 7(申A粕JIT Jl+■♯Irr h事■ 合春7P Jt事■tI

集fI名書 生省令1●34) B畠なし AL畠rjL 25年8月NJt)

BIの暮事(省令井32 0.1■児を入所させる書f釈 従うべき暮4 qtA●,にFqL: VLIこIIじ Aとqじ Fbと的じ

■*fIlこ向じ 一にIIじ ■とMじ ■と■ーじ

Lホ土.IIJLI.fF析 ULAelr=rqじ 牡に■じ ■とRlC bと巾L:

偉Tに曲事な用JL f■IJL ■■●lに■じ IにIIじ ■とIじ ■と■じ

+J 2■以上兄を入所させるAT析 従うべきJ;I ■魚Mrこrqじ ■lこRじ ■とFIじ JIThじ
llIJLdE斤 ■牛巾に同じ ■lこ■じ Aと向じ ■と■じ

+hJl斗 ■Jtfll=向じ ■に■じ qLとlqじ t■と一■じ

lI+ 幹tn 封書外 JT+汁 対■外 ■●外 対■外

●RJL4 ー集fllこrqじ ■にRじ ■とrqじ ■と■じ

B*の▲4のM (書*tll■巾lI*事の外書★入可 +h暮4 ■に恥じ ■とfqじ 円と■じ

■■(te事33■) るJ 従うべe暮4 tt*elに同じ qLl=用じ ■とt■じ ■と■じ

児30J_I dt魚elにrqじ yLl=■じ ■とFqじ FLとFqじ

■■■■tt●X34A) ●酌暮斗 qL■仇r=rqL: PLl=同じ ■と■L: 4trIじ

tTのPIflJkeTJS■J一う_ 従うべきJijI A■Rl=同じ qLにhじ ■とfqじ tとFI)じ

JII■■OT～(書令7947+ _ 催うべき■■ qtJiqにR)じ ■にqじ ■とJqじ ■と■じ

t生t4(省令fll)■)■ PPもZI ■魚fllこPlじ ■lこ■じ Aとrqじ 4とIIじ

そのh ■紺 に同じ 牡に■じ ■と■じ rJLJ>L

JAJLなし

もも0

していttd>

Itの 走している.してい6tO)



○tT折のB+AtfJ書に■llJL4のM ■女状況JLび暮Jt♯jR■(ZIA26年4JI1818の●tJtt■P人GA上の7rEIl)

EI I B分 沖4■沖■TB 沖4A汁藩巾 沖NA土P.tTr *AA^JLJIT 沖4■IJi*TP 沖■■糸1市

■N毛8 生4令Tl)3号)

暮4 A之BJF10月) 26年40

甘●の暮JI(省令T3Z 使うぺ書■■ ■と■じ EDとIlじ ■と■じ EdとIlt: ltIじ FlとIlじ

0.1■児を入所させち偉TJF之JLBA上gEを ■と■じ Jとqじ 4とRじ ■と同じ EIとRじ Jと桐L:

Eホ暮.■JLI.t析 EbとIlじ 内とI)じ ILとIじ fElと円じ 4とIlじ llとMじ

阜Tlこ必■なJIA fIIJL ■と■じ 叫と円じ ■とRじ 可と内じ ■と■じ Iと4じ

負) 4うべeJL+ A-i-I)じ 4J占i-Ll A)とI)じ EA-i;ー｢ IとIL:J､. - ..∫ .1 -亡A ■と■じ Jと■じ Tと■じ ■と#じ Jと一■じ 1とPIC

入所幸tも■7F斤 ZIIIt,tEJR ■と■じ IとIIじ ■と■じ ■と■じ ■と■じ ■と■じ

●叫 ■ ■と■じ ■と■じ ■と■じ 円と■じ ■と■じ ■と■じ

】′二l ■● 吋暮クー 対■外 対■外 HI^ HL^ #In
●一一暮+ ■とJqじ ■とJIじ ■と■じ ●と■じ ■と■じ ■と■じ

世td)暮4のW (fe書32■Q}2)JE事の外Ot入可 OW +〟.■内■■ ■と■じ ■上■C ■と■じ 4と■L: Jと■じ

■(teT33■ー ZI.) 従うぺ書暮事 ■と■じ EqとIlじ ■と■じ 1と■じ . ELとqじ l一とl■じ

児30.I lLと■じ FIとRじ 1と■lじ ■と■じ ■と■じ ■lと■じ

★■●■(ttt34■ー ●一l暮JLJF■.ll-PI ■と■じ IkIじ ■と■じ ■と■じ ■と■じ

+TO}何書(ttT3叫r) 三㌢ ■と■じ IとIIじ ■と■じ ■と■じ ■と■じ EIとFIじ*う.

■事t■d>JF～(fe*○■)● *54f暮事 ■と■じ rとAじ 叫と■じ 正と■じ r上■じ ■とl■じ

■■(書811○●)■ tと■じ ■と■じ ■と■じ pと■じ 4とIlじ ■と■じ
●榊

モo仙 ～l=なし 廿になし ■と■じ Tflこなし Nに*}L ～になし

JtPtむ). b当あL)(①-1B可阜T析bt王件を.tt仝fr牡
i小.としし■tt'の
I.てtl■1止dt人■l=IJ!してヽ14t'の

Id卜LtI一トもものなどしている毛の



中央T市のB+及び4tIこ叩するtZFのJtelN定状況AぴIfFl状況■(qEd25年l月1E]̂ 在の71■yEt■BO人以上の7rEPl)

Eq iJE分 沖ALtうち王命 沖qEt書古JL市 沖l■Lt*hE巾 沖IIt北谷rT 沖NIt石47B

免el名書
生4i令書89号)

世書のJL4 0.1■児を入所させる保T柿 戦うべきaL4 RとIlじ FIとRlじ JLとれじ ■七■lじ ■と■じ

FBと同じ Erと同じ JとIIじ .Elと同じ ■と■じ

EホJ!,JIt生.QF市 EIとIじ EElとRじ EFと円じ 中とIじ EEIと■じ

良fl=血書な用JL ●一l暮■ Lと同じ tとfqじ tとTqじ ■と■Iじ EIと巾じ

(省令T32A) -

壬JLLl上児舌 従うぺe暮4 4LII-じ ■と■じ ATi東L: itJiTc 4と～じ
･ .Jl, ニー--l-J .1. Lと声lじ 可とTEIじ tと向じ EIと同じ ■と■じ

入市させる偉7F析隻4*書l PII土.便所 Fと伺じ Fと同じ 中と向じ El)とPじ Aと{じ

●†ーI事 Aと向じ 円とhじ JIと■lじ JElとI)じ Ilと同じ

●● 対■一一 対■外 対■一一 封書クー +暮外

+I?暮■ Aと同じ Aと同じ AとFIじ 血とhじ tとRじ

B+のJLZIの棚 (書手I32Jtの27 JE+の外8書入可 +I)JJI Eqと同じ tLとIlじ 円と■じ ■と■じ bとIlL:

■■(f令*33■I i.) 従うべき暮4 Blと同じ JLlとJIじ EZ)とqL: ■と■じ PとIじ

促T士のEt丸9E3:ll.9日8..I(世JtこどもJD8JL児 牡*AI以上児 (JL催2人El)である群書市のJA合) EDと同じ A)とPlL: 血とIlじ EFと■L: ■と■じ

■■■一■(tttJ4JlJ +IIJLJI Jlと内じ 円と同じ LとIじ ■と■じ ■とIbじ

tTの内書(fe■3Sー)■う. 使うべき暮● EEと同じ EElとRlじ ■と■じ ELとI?じ EEIとMじ

JNt■のPIIq(書et9+ll ytうべき暮4 EDとlqじ EPとMじ Fと同じ Blと向じ 円と■じ

書生■■(省令書1○●I■ +hJi■ EDと■lじ lコと同じ FFとRじ A)と巾じ 声と■じ

その他 7+iこなし 軸になし qt=なし になし I,lこなし

暮当kL ■ナナもfも書む) 社*qatBE人にPた.

6とLL■tILt■､..■ もの

め

一t,の公*I書して牡● ていももれていももの

■■A.■に■t

ももd}
としTIl tZL人Iに1

などしてい -I



規制改革実施計画 (平成25年6月14日閣議決定)において個別措置事項 (別添3)
として掲げられた保育士数増加策への対応案

1 規制改革実施計画(閣議決定)に掲げられた保育士数増加策の内容と対応方針

①保育士試験における合格免除期間を3年間から5年程度に延長すること

②保③保 W #育所- 外保育施設等去働きながら保育士を目指す者の主格免除期間を5年に延長o

育士試験を年2回実施すること

〇年2回実施するためには､受験料を少なくとも約8千円引き上げる必要がある○
一方､受験者増の効果は一時的であり､数年で年1回の場合と同数程度の受験者数となるo

このため､年2回実施しても受験者数は年1回と変わらないが受験料は喝行よりも高いという結果になる.

○ 保育士の確保に向け､潜在幼稚園教諭(推定30万人以上)の保育士資格取得を支援する○
一定の実務経験を有する幼稚園教諭について､保育士試験の試験科目免除による資格取得を支援するための

総合的な取組を行う○

育士登録について迅速化を図ること

○ 登録事務に要する期間を7日短縮することで､申請から最短で3週間で登録可能とするo

○ 併せて､登録手続中の者であつても､保育所運営費等における一定の者に係る経費を支弁することがで
きるようにするo

8



現行:受験年に合格した科目は､翌2年間､既に合格した科目として受験を免除

対応:保育所､認可外保育施設等で働きながら保育士を目指す者の合格免除期間を5年に延長

【考え方】
･ 保育現場で働きながら保育士を目指す者の資格取得を支援することは効果的｡

･ 保育所や認可外保育施設等の保育現場で､保育に従事している者は､日々の保育の中で､合格 した試験科 目の内

容を実践することで､合格当時の知識等が維持され､保育士としての質を維持することができるため､勤務経験に

応 じて合格免除期間を延長する｡

※保育現場に従事しておらず､合格当時の知識が維持される状況にない者にまで合格期間を延長
することは､質を担保 した確保策にならない

免除期間 1毎日 2年目 3年目 4年目 5年日3年

はロわない=

4年(1年延長) ドlこの間に1年かつ1,440時間の勤務経験 ●

5年(2年延長) この間に2年かつ2,880時間の勤務経験 lr--=-:.=-...≡- =:::-:-.:-->
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現行 : 年1回実施

対応:〇年2回にした場合の受験料･受験者数の試算を行った結果を踏まえ､現行どおり年1回とする｡

･年2回実施した場合には､現行から受験料を約8千円引き上げる必要がある｡

⇒ 受験者の負担増となり､結果､受験者数の減少につながる可能性もある｡

･一方､受験者増の効果は一時的であり､4年目以降の受験者数は年1回の場合と変わらない｡

･このため､年2回実施しても受験者数は年1回と変わらないにも関わらず､受験料は現行よりも高いという結果になる｡

○ 保育士の確保に向け､潜在幼稚園教諭(推定30万人以上)の保育士資格取得を支援する｡
具体的には､幼稚園教諭免許状を有する者について､以下の対応を実施｡

･幼稚園や保育所等における実務経験を最大限考慮して､保育士養成施設において修得する単位数を8単位とする

･保育士養成施設における単位修得に要する受講費を支援する

･試験申請の手数料を2,400円に引き下げる
･保育士試験の申請回数を年2回に増やし､合格通知の発送を早期化する

幼稚園教諭免許状を有する者 が円滑に保育士資格を取得できるための環境を総合的に整備

○履修期間の短縮(修得する単位は8単位)

(通常 の保育士養成には68単位必要)
対象者:幼稚園教諭免許状を有し､幼稚園

等で3年の実務経験を有する者

受講のための費用支援※

講責を最大10万円補助

三成26年度予算案において創設)

※この他､平成26年度予算案において保育士資格取得の支援を充実

(平成25年度まで:12,700円)

○申請回数を年2回にする

(平成25年度まで:年1回)

○合格通知書の発送を早期化

平成25年度まで:4月申請､12月送付
平成26年度から:4月申請､ 7月送付

I:;2:i



【年2回実施した場合の受験者数､合格者数､受験料の試算】

○試算結果

･年2回にした場合は20,400円以上(初年-3年目)となる見込み｡
･当初は合格者数が一定程度増加すると見込まれるが､その効果は短期間しか持続しないと見込まれる｡

･平成23-25年試験の3か年平均実績を用いて推計したが､試験料が増えることの影響を加味した場合には､更に受験者数が減
少することが見込まれる｡

1

早痛者顛享 言合栖者数1-:_:=:;.受験奇数:‥:...:

土.顔 51,000 9′000 90.000 17.000

妻.- 52,000 9,000 68,000 12,000
辛 ___. 之

El E)

ヰ早 53,000 9,000 55,000 10JOOOl1
53′000 9,000 53,000 9′000 2

{=S車 53,000 9,000 53,000 9,000J

○試算の前提と留意点
① 1回目の実施時期は､現行試験の実施時期(8月に筆記試験)とする

･ 現行試験では､筆記試験を8月､実技試験を10月に実施｡12月上旬に合格通知が届き､12-2月に保育士登録を行うこ
とで､4月からのスムーズな就業につなげている｡

･ 現行の8月試験は､大学等が夏期休業中であるため､安価に試験会場を確保することが可能｡

② 2回目の実施時期は､8月試験不合格者が2回目試験の受験申込みを行える時期にすること､試験会場を比較的に安価
に確保できることに配慮し､2月とする

･2月は大学が春季休業中であり､他の月よりも会場が確保しやすいものの､大学の入試等もあることから､
8月よりも大学以外の試験会場が相当数増え､試験料増に影響する｡(8月は67会場のうち53会場が大学)

③ 年2回実施による試験機関の実施体制の確保

･人員確保やセキュリティに配慮した執務スペースの確保が必要
(人員確保は試算で見込んでいるが､執務スペースの確保･拡大については試算では見込んでいない)

･筆記試験の問題作成や実技試験の試験官の人材確保が必要
11



現行:保育士登録には､申請から約1-2ケ月要する

対応:登録事務に要する期間を7日短縮することで､申請から最短で3週間で登録可能とする｡
(保育士登録実施機関(登録事務処理センター)における登録までの執務期間を3日､都道府県の執務期間を
4日短縮※)

※ 登録の責任主体である都道府県の意向を調査｡約6割の都道府県が4日短縮可能と回答｡
※ ただし､毎年3月は､保育士養成施設の卒業生に係る保育士登録業務があり､他の月とは業務量が相当に異なる(毎月約2千件の登録があるが､
3月については約4万件の審査が必要)ため､3月分については､都道府県からの意見も踏まえ､都道府県における執務期間は短縮せず､通常ど
おりの対応とする｡
(保育士試験合格者は1月･2月登録が主｡3月分は4月就職を見越しての登録であることを踏まえれば､登録に他の月よりも若干日数を要しても
問題ない｡)

現行:保育所運営費等の支弁対象は､保育士登録された者

対応:保育所運営費等における加算に対応するために必要となる保育士の確保を支援するため､
保育所運営費における
･｢休けい保育士｣

イ主任保育士の専任加算における代替保育士分｣と､
補助事業として実施している
･｢延長保育における加配分の保育士｣
については､保育士登録手続中の者であっても保育士と同等に取り扱い､保育所運営費等を支弁
することができるようにする｡

※配置基準における保育士は､児童福祉法に基づき登録された保育士である必要があるため､ この部分について柔軟な取り扱いをすること

は困難0 12



3 実施手順

免

除

期

間

延
長

l

平成25年度 平成26年度 平成27年度

Lヽ~~~~~′政省令改正 ー■｢条例改正 ーヽ Lヽ i施行 ー

一｢ 一｢省令改正 政令改正 >ノ 声 例改正

-ー--I-lll■■■■■- ･免除期間の延長により､試験実施機関lこおける確配作業が増加す --L

るため､受験料を数百円程度引き上げる必要がある.

･保育士試験は都道府県試験のため､都道府県における受験料(辛
数料)の条例改正が必要o

-■-----.I---

施行 一■｢
保育士試験の全部を免除する場合の手数料を2,400円とする条例の改正を実施中

● -I.通知改正と周知 ′ ---l--■■----------■■i

- -≡- 夢 厚労省における対応 - → 自治体における対応 - 輔 保育士登録事務処理センターにおける対応
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｢いわゆる健康食品をはじめとする

保健機能を有する成分を含む加工食品

及び農林水産物の機能性表示の容認｣
の検討状況にづいて

平成25年5月1日

消費者庁



≡∠†- 口 A良,.I -∴J-==-=-=hE三.i:.二.普-汁.

O｢特定保健用食品｣には､その摂取により当該保健の目的が期待できる旨の表示をすることがで
きる｡

O｢栄養機能食品｣には､栄養成分の機能の表示をすることができる｡
O ｢特定保健用食品｣及び｢栄養機能食品｣を｢保健機能食品｣という0
○ 保健機能食品以外の食品には､保健の機能や栄養成分の機能の表示をすることができない｡

2



事項名 規制改革の内容 実施時期 所管省庁

いわゆる健康食品を 特定保健用食品､栄養機能食品以外のいわゆる健康食品を 平成25年度検討､ 消費者庁

はじめとする保健機 (さじめとする保健機能を有する成分を含む加工食品及び農 平成26年度結論.描 厚生労働省
能を有する成分を含 林水産物について､機能性の表示を容認する新たな方策をそ 置 農林水産省
む加工食品及び農林 れぞれ検討し､結論を得る○なお､その具体的な方策につい (加工食品､農林水
水産物の機能性表示 ては､民間が有しているノウハウを活用する観点から､その食 産物とも)

○食の有する健康増進機能の活用

･いわゆる健康食品等の迦主食晶及び農林水産物に関し､企業等の責任において科学的根拠をもとに機能性を表示できる新
たな方策について､今年度中に検討を開始し､来年度中に結論を得た上で実施するo検討に当たつては､国ではなく企業等が
自らその科学的根拠を評価した上でその旨及び機能を表示できる米国のダイエタリーサプリメントの表示制度を参考にしつつ､
安全性の確保も含めた運用が可能な仕組みとすることを念頭に行うo



..千.
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_.lづ.1-.:三.-i-卓.1弓..='ぢ-,/.三.-i-卓.1弓..='ぢ-,/.
① 対象となる食品(加工食品及び農林水産物)･成分の範囲
② 生産･製造及び品質の管理
③ 摂取量の在り方
④ 健康被害等の情報収集
⑤ 危険な商品の流通防止措置等

① 企業等が自ら機能性を評価する科学的根拠のレベル
② 適切な機能性表示の範囲

③ 消費者に誤解を与えないための情報の在り方

義 開

① 安全性の確保及び機能性の表示の適切性を担保するための手続
② 消費者庁と厚生労働省､農林水産省との役割分担

5



≡pqT匁'■,-~~~~~頭誕 ●= 1=読 ■-■フナ｢▲=▲
=一三三恵三逮捕班鮎 年ら月1iIL-闇 軍1∵:塞憂洛T;..:::.:素志よき
○ いわゆる健康食品等d)加工食品及び農林水産物に関し､企業等の

責任において科学的根拠をもと=機能性を表示できる新たな方策につ
いて､平成25年度中に検討を開始し､平成26年度中に結論.措置する

赤松 利恵 お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科准教授

梅垣 敬三 (独)国立健康･栄養研究所情報センター長

合田 幸広

河野 康子

児玉 浩子

相良 治美

清水 俊雄

関口 洋一

津谷 喜一郎

寺本 民生

松涛 佑次

(独)農業･食品産業技術絵合研究機構理事･食品総合研究
所所長

国立医薬品食品衛生研究所薬品部長

一般社団法人全国消費者団体連絡会事務局長

帝京平成大学健康メディカル学部健康栄養学科教授

月刊｢食生活｣編集長

名古屋文理大学健康生活学部フードビジネス学科教授

健康食品産業協議会会長

東京大学大学院薬学系研究科特任教授

帝京大学臨床研究センター長く座長代理)

大阪大学名誉教授､一般財団法人住友病院院長(座長)

宮島 和美 公益社団法人日本通信販売協会理事

森田 満樹 消費生活コンサルタント

食 品の新たな機能性 表示制 度 に関する検 討会

○ 左記の閣議決定を受け､消費者庁長官のもと､学識経験者､消
費者関連団体､事業者団体等で構成する｢食品の新たな機能性表
示制度に関する検討会｣を設置し､企業等の責任において科学的
根拠をもとに機能性を表示できる新たな方策について､検討を開始

○ 平成26年夏を目途に報告書を取りまとめる予定

開催実績及び今後の検討予定
第1回
(平成25年12月20日)

①食品の機能性表示をめぐる事情について
②今後の検討事項等及び進め方について

第3回
(平成26年2月25日)

①食品の新たな機能性表示制度における安
全性の確保について

(生産･製造及び晶質の管理)

第5回
(平成26年5月2日開催予定)

①機能性の評価及び表示の在り方について

(彰取りまとめ(課題と対応方向)

取りまとめ(報告書案の取りまとめ)



新たな機能性表示の実施に向けたスケジュー ル

) .辛

前半 :安全性の確保に
関する検討

後半:機能性の 評 価 及 び

表示のあり方に関 す る 検 討

成
長
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略
閣
議
決
定

11月 実施 取りまとめ

消費者意向等調査
(グループヒアリング

及びインターネット調査)
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の在り方(表示方法等)に関する調査 ･.1

【調査の概要】 ;ll

根拠レベルが必要か ≡ll1
うな情報が必要か .1
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健康 ･医療WGで更に精査 ･検討を要する提案事項

｢規制改革ホットライン｣として事務局に提案事項が寄せられ､所管省庁から回答を得たも

ののうち､規制改革会議ホットライン対策チームにおいて内容審査を行い､ワーキング･グル

ープで更に精査 ･検討を要すると認めたものは次のとおりです｡

提言事項 対応※ ページ

1 医薬品登録販売者制度の見直し (テレビ電話等情報通信技術を活 ○ 2
用することによる登録販売員制度の見直し)

◎ 42 薬局での指先自己穿刺検査に関する規制緩和

3 社会福祉法人認可保育園の透明化強化を ◎ 5

4 特蓑を民間でできる事を提案します ◎ 6

5 社会福祉法人の役員構成についての提言 ◎ 7

6 医療費抑制はレセプ ト審査の規制緩和で可能 ◎ 8

7 特別用途食畠の許可申請手続きの合理化､迅速化 ○ 9

8 特別用途食品の規格 .許可表示の見直し ○ ~10

9 セルフケア領域に適する自己検査薬の0TC(一般用医薬品)化 ◎ ll

10 患者情報の共有 .連携のための個人情報保護条例のあり方 ○ 12

-11 遠隔診療における一部医療機器等の操作者限定条項の緩和 ○ 14

12 医療機器の保守点検業務における責任技術者の所在地要件の緩和 ○ 16

13 地域包括支援センタ-の委託先の選定における公募および選定理 .◎ 18

※◎はWGとして対応すべきもので､○は事務局として対応すべきもの｡
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提案事項 医薬品萱緑販売者制度の見直し (テレビ電話等情報通信技術を活用することによる登録販売

貞制度の見直し)

具体的内容 登録販売者の常備配置要件について､テレビ電話などの情報通信技術の活用による､萱緑販

売春との常時接続による説明 .応答可能な環境を整備することを条件として要件適合とする.

【提案理由】

登簿販売者は店舗販売業営業時間中は常駐配置義務があり､萱録販売者不在時の顧客の緊

_急需要に応えられない実態がある (第2類及び第3類医薬品は､当該医薬品販売時における

当該医薬品の情報提供は義務化されていないが､顧客より相談があった場合は艶明義務が有

る).なお､昨年度同様の要望を提出したところ､厚生労働省から､｢一般用医薬品は- (中

略)-.リスクを併せ持つものです.

したがって､その適切な選択と適正な使用を確保するためには､専門家が対面で情報提供 .

相談応需を行って販売すべきです｣との回答があった.情報通信技術を用いて即座に顧客の

質問に回答できるシステムを構築 .導入すれば､萱録販売者常駐配置と同等の環境を整えら

れることとなり､萱緑販売者不在時の顧客の緊急な販売要請に応えられる.

今後の高齢化進行に伴い､交通弱者となった顧客が増加する点､小売店数が継続して減少

している点を鑑みても､近隣のコンビニエンスストア̀を日常的に利用する機会は多くなって

いる.こうした社会環境の変化に対応できる､便利な店舗としての役割として､医薬品の取

扱いは必須と考える.

制度の現状 店舗販売業における専門家の配置については､薬事法第 28条の規定により､実地に管理する

ことを求めるとともに､薬局並びに店舗版売業及び配置版売業の業務を行う体制を定める省

令第2条の規定により､一般用医薬品を販売する営業時間内の常時配置を求めています｡

該当法令等 薬事法

措置の分類 対応不可

情報提供や相談応需､店舗の管理等は､医薬品の効能 .効果や副作用等に関する知識と経験

を有する薬剤師や登録販売者が行うべき重要な業務であり､医薬品を販売する時間における

対応方針 wG事務局で検討-対応済み

検討状況 規制改革会議にて ｢一般用医薬品のインターネット販売｣というテーマで議論を行い､平成

25年 12月に成立した薬事法及び薬剤師法の一部を改正する法律により､医薬品のうち薬局医薬2



一方.営業時間内における専門家(薬剤師又は登録販売者)の常駐については､一般用医薬品の

販売ルール策定作業グループにおいて､｢引き続き義務付けることとする｣との見解が出された○な

お､同作業グループにおいて､｢医薬品の保管や搬送等のプロセスは店舗管理者の管理業務に含

まれる｣とされ､これらの管理業務についても専門家(薬剤師又は登録販売者)が担当すべきで

3



提案事項 薬局での指先自己穿刺検査に関する規制緩和

具体的内容 指先の自己穿刺による検査を薬局で行ってよいという臨床検査技師法の解釈 (衛生検査所に

該当しないという解釈)を新たな厚労省通知により明確化すること.

制度の現状 人体から排出され､又は採取された検体について臨床検査技師等に関する法律 (昭和33年法

律第76号)第2条に規定する検査を業として行う場所を開設しようとする者lも 所在地の都

道府県知事の登録を受けなければなりません.

該当法令等 臨床検査技師等に関する法律 (昭和33年法律第76号)第2条､第20条の3

措置の分類 検討

措置の概要 簡易診断を受けられる環境整備については､現在､産業競争力会議で議論されており､その

対応方針 WGで検討 ⇒ 対応済み

検討状況 事務局から要望元にヒアリングを実施.

臨床検査技師等に関する法律第二十条の三第一項の規定に基づき厚生労働大臣が定める施設

の一部が改正され､衛生検査所の登録が不要な生化学的検査を行う施設 (検体測定室)が新

たに追加され､｢検体測定室に関するガイドライン｣の下で､薬局における自己穿刺による検

4



項目番号旦

提 案 事 項 社会福祉法人認可保育園の透明化強化を

具 体 的 内容 社会福祉法人による民間認可保育園に投入した税金がある一定以上の巨額な場合は任意で

なく必ず公開とする｡

制 度 の 現 状 現在､社会福祉法人の財務諸表については､法律上､サービス利用を希望する者から要請が

あった場合に閲覧させなければならないよう､規定しているほか､通知上､広報誌やインタ

-ネットを活用すること等により自主的Lに公表することが適当であるとしております.

該 当法 令 等 社会福祉法第44条等

措 置 の 分 類 検討

会福祉法人に対して周知するとともに指導することとしております.

今後､すべての社会福祉法人について､平成 25年度分以降の財務諸表の公表を行います.

公表がより効果的に行われるための具体的な方策について､平成 25年中に結論を得る予定

対応方針 WGで検討 ⇒ 対応済み

検討状況 規制改革会議にて ｢介護 .保育事業等における経営管理の強化とイコールフッティング確立｣

というテ-マで議論を行い､4月16日の第29回規制改革会議にて､財務諸表や内部留保など

｢

こ)



提 案 事 項 特葺を民間でできる事を提案します

具 体 的 内 容 特妻を､民間ができる仕組みを考える時に､民間の質の問題だと思います.確かに､民間業

者には､質の面で大きく差があると思いますが､社会福祉法人よりもサービスの質を追求し

ている業者は､数多くあるのが現状です.民間は､サービスの質を上げなければ生き延びて

いけないのが､原理原則です.そこで､現在の民間で､ある程度の質を保っている民間業者

に､特善ができる規制緩和を求めます○

このことによって､特養全体の質の向上を図れると思います.そして､社会福祉法人の税金

の優遇をやめるべきだと思います.税金の優遇をしなければ､経営がやっていけない社会福

祉法人があるとすれば､いつでも民間は変わって運営できます○また.特蓑は.積極的に生

活保護の人を受け入れていかなければならないと思います｡

制 度 の 現 状 特毒の設置主体について

特蓑は､重度の要介護者や､_低所得の高齢者が多く入所 しており､

･要介護者高齢者の ｢経の棲家｣としての側面を持っていること

･低所得者の負担軽減を積極的に実施する必要があること

等から､その運営に当たつては､高い公益性と安定性の担保が必要不可欠です.このため､

特蓑の設置主体は､原則とレて､地方公共団体､社会福祉法人等に限定されているところで

す.

該 当 法 令 等 老人福祉法第 15条第 1項､第 3項及び第4項

措 置 の 分 類 その他 (他に分類できないもの)

措 置 の 概 要 平成 23年 6月に成立した ｢介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正す

る法律｣において､社会医療法人による特葺の設置を可能とする旨の条項が盛り込まれてい

ましたが､国会修正により､当該条項が削除された経緯があり､特葦の設置主体については､

高い公益性と安定性の担保が不可欠のため､地方公共団体､社会福祉法人等に限定していま

対応方針 WGで検討 ⇒ 対応済み

検討状況 規制改革会議にて ｢介護 .保育事業等における経営管理の強化とイコールフッティング確立｣

というテーマで議論を行い､4月 16日の第 29回規制改革会議にて､特別養護老人ホームは中

重度の要介護者かつ低所得の支援を中心とした.公的性格の高い施設とし､株式会社との役割

6



提 案 事 項 社会福祉法人の役員構成についての提言

具 体 的 内 容 社会福祉法人､特に保育園経営の法人に身内 (同族)による役員構成が目に余る形で横行し

ている.法人の役員構成には身内の人数規制があるが､しかし理事長がお母さん､娘､息子

が理事更には園長を兼任している等同族支配で運営しているのが現実.この事によって職員

が将来性と展望が出来ない為優秀な職員が退職してゆく様な結果になっている.是非検討を

願いしたい.

提 案 主 体 個人

制 度 の 現 状 社会福祉法人の役員については.専横的な法人運営を防止する観点から､法律上､親族等の

｢特殊関係者｣が役鼻の2分の 1を超えてはならないこととしているほか､通知において､

法人の定款で定める ｢特殊関係者｣については､理事の定数に応じ､具体的に定めています.

杜撰第 2618号､老発第 794号､児発第 908号】

:措 置 の 分 類 現行制度下で対応可能

措 置 の 概 要L 本堤集の事案では､所轄庁及び法律又は法人の定款に違反しているかどうかは不明ですが､

対応方針 wGで検討 ⇒ 対応済み

検討状況 規制改革会議にて r介護 .保育事業等における経営管理の強化とイコールフッティング確立｣

というテーマで議論を行い､-4月16Elの第 29回規制改革会議に七､財務諸表や内部留保､役

鼻報酬などの情報開示や調達の公平性 .妥当性の確保など経営管理の強化を求める意見をと

7



提 案 事 項 医療費抑制はレセプト審査の規制緩和で可能

具 体 的 内 容 今行われているレセプト審査は､都道府県により審査が甘いなど多くの問題がある.その

要因は､レセプトを請求している医師等が行う身内審査であり､透明 .公正な審査とは言え

ず､その弊害は大きいと思う.

支払基金の運営費総額約八百億円に対して､支払基金での査定金額は僅か二百数十億円で

ある｡現在､健保組合が支払基金で審査したレセプトを再審査し成果を上げている｡今後､

直接審査を無条件で認めれば､莫大な金額が査定でき､医療機関もより正しい請求を心がけ

ると思う○厚労省は 2002年末､医科 .歯科レセプトの直接審査を条件付きで解禁したが､

これには ｢何万もある医療機関の同意｣が必要なため､実施することは事実上不可能○医療

機関の同意を不要とする規制積和を実施してほしい.

制 度 の 現 状 健康保険組合 (以下､｢健保組合｣)が直接審査を行う際には､

(か 対象医療機関の同意

くさ 公正な審査体制の確保

③ 個人情報の保護の徹底

④ 紛争処理ルールの明確化 (あらかじめ具体的な取決めを文書で 取り交わす.)

を必要としています｡(平成24年2月20日保発0220第1号保険局長通知)

※ 社会保険診療報酬支払基金 (以下､｢支払基金｣)との間で､適正な審査に関する意見

を受ける契約を締結した場合は､具体的な取決めを交わしたものとして取り扱っています○

該 当法 令 等 健康保険法第76条

措 置 の分 類 対応不可

う他の健保組合と区別してレセプトの請求を行うこととなります.(現在､健康保険組合数

は1.400超であり､また健保組合に対する診療報酬の請求は年間3億件です.)

直接審査の導入に際して､医療機関の同意を要件とするのは､直接審査を行う健保組合と

直接審査を行わない健保組合とを､医療機関が事前に確実に把握し､レセプトの請求先の誤

Uを防止することや､レセプトを区分して提出することによる医療機関の事務の煩雑化に配

慮するためです.

こうしたことから､医療機関の同意を得ずして直接審査の実施を認めることは､適当でな

対応方針 WGで検討 ⇒ 対応済み

検討状兎 健康 .医療WGにて ｢保険者による直接審査の推進｣というテーマで議論を実施｡

8



提 案 事 項 特別用途食品の許可申請手続きの合理化､迅速化

具 体 的 内容 現在我が国には､食品に関する保嘩機能表示のできる食品として特定保健用食品と栄養機

能食品があるが､その他に我が国独自の有用な食品として､病者等のために特別の用途を表

示できる (例えば腎臓病患者向けやえん下困難着用など)特別用途食品がある｡本食品の審

査は､特定保健用食品ほど複雑ではなく､消費者庁の規格基準を満たせば許可されるにもか

かわらず､保健所に申請してから許可されるまで2年以上かかった事例もある｡

これは､申請者の準備不足によるものや､審査ルートの問題或いは規格内容が唆味で解釈

の相違による時間の浪費等によるものもあり､その結果有用な制度が有効に機能せず､制度

の活性化を姑げている○従って､特別用途食品の審査工程の見直し､規格内容の明確化等に

より､審査の合理化と迅速化を図っていただきたい｡

制 度 の 現 状 特別用途食品とは､乳児､幼児､妊産婦､病者などの発育､健康の保拷 .回復などに適す

るという特別の用途について表示するものです｡特別用途食品として食品を販売するには､

その表示について国の許可を受ける必要があります｡

特別用途食品には､病者用食品､妊産婦 .授乳婦用粉乳､乳児用調製粉乳及びえん下困難

者用食品があります.表示の許可に当たつては､許可基準があるものについてはその適合性

を審査し､許可基準のないものについては個別に評価を行っています○

該 当法 令 等 健康増進法 (平成 14年法律第 103号)第26条第 1項から第6項 (第29条第2項において

準用する場合を含む｡)

健康嘩進法に規定する特別用途表示の許可等に関する内閣府令(平成21年内閣府令第57号)

措 置 の 分 類 現行制度下で対応可能

措 置 の概 要 特別用途食品の許可基準等については､内閣府令及び通知にて詳細に示しており､通知は､

平成23年度に複数の通知を整理したところです○今後も適切に対応してまいりたいと考え

ています｡

なお､現在許可されている特別用途食品において､申請から許可日までの平均期間は､許

可基準型で約半年､個別評価型で約1年となっています.

申請から許可までに 2年以上かかった製品は現在許可されている 44品においてはなく､

｢解釈の相違による時間の浪費等により､有用な制度が有効に機能せず､制度の活性化を妨

対応方針 WG事務局で検討 ⇒ 対応済み

検討状況 事務局から要望元にヒアリングを実施○

要望元では更なる調査 .分析を行ったうえで､新たな提言の準備を進めていることから､必
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提集事項 特別用途食品の規格 .許可表示の見直し

具体的内容 医療.福祉関連施設で使用される食品 (いわゆる治療食品)の市場は約 1,200億円であり､

品目数も3,000品目以上に上っているが､特別用途食品は44品目に過ぎない○いわゆる治

療食品は､様々な場面で食事 .栄養療法向けなどに使用されており､特別用途食品の主旨に

沿っているものも多い.

それにもかかわらず､許可食品が少ないのは､現行の規格基準に合わないものや許可表示

が限定的すぎて適用にならないもの､さらには許可される食品群には当てはまらないものが

多いためである.

したがって､現在の特別用途食品の規格.許可表示或いは食品群を再度見直していただき､

医療.介護従事者などの利用者にとってわかりやすい表示で提供できる特別用途食品の利用

拡大を図っていただきたい.

制度の現状 特別用途食品とは､乳児､幼児､妊産婦､病者などの発育､健康の保拷 .回復などに適す

るという特別の用途について表示するものです.特別用途食品として食品を販売するには､

その表示について国の許可を受ける必要があります｡

特別用途食品には､病者用食品､妊産婦 .授乳婦用粉乳､乳児用調製粉乳及びえん下困難

着用食品があり事す｡表示の許可に当たつては､許可基準があるものについてはその適合性

を審査し､許可基準のないものについては個別に評価を行っています.

該当法令等 健康増進法 (平成 14年法律第 103号)第26条第 1項から第6項 (第29条第2項において

準用する場合を含む.)

健康増進法に規定する特別用途表示の許可等に関する内閣府令(平成2一年内閣府令第57号)

措置の分類 現行制度下で対応可能

なお､特別用途食品の許可表示については事業者が個別に申請できるものであり､特定の

対応方針 WG事務局で検討 ⇒ 対応済み

検討状況 事務局から要望元にヒアリングを実施｡

要望元では更なる調査 .分析を行ったうえで､新たな提言の準備を進めていることから､必
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提案事項 セルフケア領域に適する自己検査薬の0TC(一般用医薬品)化

具体的内容 <具体的内容>

セルフケア領域に適する自己検査薬として

1.生活習慣病に関連する検査薬 (11品目)

2.健康状態を知るための検査薬 (28品目)

3.排卵日を予測するための検査薬 (3品目)

4.服用している薬剤の影響 (副作用)を知るための検査薬 (7品目)

49品目について､OTC(一般用医薬品)化に向けた検討をお願いする.

<提案理由>

急速な高齢化や生活習慣の変化によって生活習慣病等が急増している一方で､国民が自分

の健康管理は自分自身で行うなど､健康意識は高まっている.行政においても､医療費削減

の方策の一環として ｢セルフメディケーション｣｢在宅医療の促進｣を打ち出している｡こ

のような状況の下､国民のニーズにこたえ､かつ医療費削減を実現するために､国民自らが

使用できる自己検査薬をOTC(一般用医薬品)として提供することは必要と考える.

p自己検査薬のOTC(-般用医薬品)の範囲拡大 .普及により､定期的な健康診断を受けて

いない国民にも検査機会が提供され､国民の健康維持､疾病予防及び早期治療に役立つであ

ろうことが推察される.

制度の現状 体外診断用医薬品のうち､一般用検査薬として放っている品目は､尿糖検査薬､尿蛋白検

査薬及び妊娠検査薬の3品日となっています.

該当法令等 薬事法

措置の分類 その他

措置の概要 体外診断用医薬品のOTC(一般用検査薬)化については､診断結果から自らの健康状態を

把握できることの意義や専門性のない方でも正しく理解して使用できるのか等の点も整理

が必要です.したがって御要望に関して､一般用検査薬とすべき品目や販売時の情報提供の

対応方針 WGで検討 ⇒ 対応済み

検討状況 事務局から要望元にヒアリングを実施｡

健康 .医療WGにて rl.セルフケ7領域に適する医療用検査薬等の見直しについて｣という

テーマで議論 .論点整理を行い､3月1ナ日の規制改革会議にて医療用検査薬から一般用検査
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提案事項 患者情報の共有 .連携のための個人情報保護条例のあり方

具体的内容 【要望の具体的内容】

患者情報の共有 .連携の普及 .促進のために､自治体毎に異なる自治体病院等の情報外部

保存や情報利活用等の要件に関して､適切な個人情報保護管理を行うため､国として統一基

準を示すべきである.

【規制の現状と要望理由等】

｢医療情報連携ネットワーク｣や ｢地域包括ケア｣など医療機関間や多職種間で求められ

る患者の情報連携において､自治体毎の個人情報保護条例により患者情報の取り扱いが異な

ることから､地域ごとに外部保存や情報利活用等に関する考え方が異なり､その調整に想定

以上の時間がかかるなど､｢医療情報連携ネットワーク｣や ｢地域包括ケア｣の普及に支障

が生じている.

医療等サービス提供の効率化および患者の利便性を確保する観点から､個人情報保護に適

切に対応できるようにするため､自治体に対して国として統一基準を示すべきである｡

｢健康 .医療戦略｣や ｢『世界最先端 lT国家創造』宣言｣等に示された医療介護情報連携

基盤の構築 (医療情報連携ネットワークを2018年度までに全国への普及 .展開等)を図る

ためには､本件が阻害要因となるため､早急に対応すべきである｡

制度の現状 【総務省】

地方公共団体における個人情報保護条例については､個人情報保護法の趣旨に則り､その

地域の特性等を踏まえ､各団体の自主的な判断によって制定､運用されている｡

【厚生労働省】

現在でも､｢医療 .介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイドライ

ン｣や ｢医療情報システムの安全管理に関するガイドライン｣において､情報外部保存や情

報利活用に関する指針を示しておりますとともに､個人情報の保護に関する法律 (平成 15

年法律第 57号)の適用対象とならない自治体病院等に対しても､本ガイドラインへの十分

な配慮を求めております.

該当法令等 【総務省】

個人情報保護条例 (地方公共団体)

【厚生労働省】

~個人情報の保護に関する法律 (平成 15年法律第57号)

｢医療 .介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイドライン｣
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措置の分類 【総務省】

その他

【厚生労働省】

検討を予定

措 置 の概 要 【総務省】

地方公共団体の保有する個人情報の利用 .提供の是非については､各団体の個人情報保護

条例に基づき判断いただくものです.

【厚生労働省】

自治体毎に個人情報保護条例やその運用 (患者同意の取り方等)が異なっていることが､

地域医療連携ネットワークの普及促進の課題となっているとの指摘があることを踏まえ､平

'成 26年度中に国L=おいて全国各地の事例を収集 .成功事例の分析を行い､所要の措置を講

対応方針 WGで検討 ⇒ 対応済み

検討状況 事務局にて要望元にヒアリングを実施｡
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項目寺号 11

提 案 事 項 遠隔診療における一部医療機器等の操作者限定条項の緩和

具 体 的 内 容 【要望の具体的内容】

診療の際､操作者が限定されている医療機器について､以下の例のような診断用の医療機

器を遠隔診療に用いる場合は､一定程度の研修を受け当該機器の使用を熟知した介護従事者

等､医療従事者以外でも使用できるようにすべきである｡

<操作者を拡大すべき医療機器 (バイタルセンサー､モニター)の例>

心電計､血糖値測定器､穿刺器､生体情報モニター等

【規制の現状と要望理由等】

<規制の現状>

医師法や保健師助産師看護師法により､バイタルセンサーやモニター､医療機器等は､そ

の使用が医療行為である場合､医師や看護師等の医療従事者でなければ使用できないとされ

ている｡

<要望理由>

遠隔診療の際に用いるバイタルセンサーやモニターといった医療機器等については､医師

や看護師等しか使用できない｡医療従事者の確保が困難である昨今､こうした規制が､遠隔

診療の普及を阻害している｡

また､診断用の医療機器は､技術の進歩により､専門家でなくても､安全かつ正確に患者

の健康情報を測定できるようになっている｡

<要望が実現した場合の効果>

介護従事者等が診断用の医療機器を使用出来るようになれば､医師の負担軽減や､病状の

悪化防止､患者負担の軽減等に繋がる｡

提 案 主 体 (一社)日本経済団体連合会

制 度 の 現 状 医師法第 17条等により､医行為は､医師､春寒師等の一定の資格を有する者のみが行う

ことができるとされています｡

該 当法 令 等 医師法第 17条等

措 置 の 分 類 対応不可

措 置 の 概 要 医行為は､患者の生命 .身体に直接影響を及ぼすものであるため､医師､看護師等の一定

の資格を有する者のみが行うことができることとしており､また､これらの資格を取得する

には､一定の学校 .養成所で必要な知識 .技能を取得し､国家試験に合格することが必要と

しています.遠隔診療の際に用いる医療機器等であつても､医行為に該当し､患者の生命身

体に直接影響を及ぼすものである以上､一定の資格を有していない方が行うことを認めるこ
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対応方針 wG事務局で検討 ⇒ 対応済み

検討状況 事務局にて要望元にヒアリングを実施.
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項目番号 12

提 案 事 項 医療機器の保守点検業務における責任技術者の所在地要件の緩和

具体 的 内 容 【要望の具体的内容】

医療機器の修理業の許可単位を広域化するとともに､病院内の医療機器保守点検業務に係

る責任技術者の兼務の可否について､｢兼務する事業所が他県にまたがる場合は認めがたい

こと｣とされているところを改める｡

【規制の現状と要望理由等】

<規制の現状>

病院内の医療機器保守点検業務は､医療法にて民間企業による受託が認められているが､

当該修理業の許可権は営業所毎にその営業所の所在地の都道府県が与えるとされているた

め､企業は各都道府県の営業所毎に許可を取得するとともに､責任技術者を配置する必要が

ある｡また､平成 13年7月 11日付の厚労省医薬局審査管理課許可係による事務連絡では､

｢責任技術者に課せられた業務が十分に全うできる場合に限られること｡そのため､兼務す

る事業所が他県にまたがる場合には認めがたいこと｣とされている｡

<要望理由>

当該規制により､同一企業でも､営業所毎に許可取得を求められるとともに､複数の責任

技術者を置く必要があるため､かなりのコストを要する｡これにともない､医療機器保守点

検業務への参入者は限定的である｡

<要望が実現した場合の効果>

許可単位を広域化するとともに､都道府県境を越えた責任技術者の兼務が可能となれば､

スケールメリットを有する民間企業の参入が増え､病院運営のコストダウンに寄与する｡

提 案 主 体 (一社)日本経済団体連合会

所管省庁 :厚生労働省

制 度 の 現 状 医療機器の修理については､薬事法第 40条の2の規定に基づき､医療機器の修理業の許

可を受けた者でなければ医療機器の修理をしてはならないとしており､その許可は､修理す

る物及びその方法に応じ､厚生労働省令で定める区分に従って､修理を行う事業所ごとに与

えられます｡

また､薬事法第40条の3において準用する薬事法第 17条第5項において､修理業の責任

技術者が規定されおり､事業所ごとに置かなければならないとしています｡

なお､修理業の許可の権限に属する事務については､薬事法施行令第 80条第2項第3号

により､都道府県知事が行うこととしています｡

該 当法 令 等 薬事法第40条の2 薬事法第40条の3

措 置 の 分 類 事実誤認
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措 置 の 概 要 医療機器の修理については､｢薬事法及び採血及び供血あっせん業取締法の一部を改正す

る法律に伴う医療機器修理業に係る運用等について｣(平成 17年3月31日付け薬食機発第

0331004号医療機器審査管理室長通知)において､故障､破損､劣化等の箇所を本来の状態 .

機能に復帰させることとあり､■清掃､校正 (キャリブレーション)､消耗部品の交換等の保

守点検は修理に含まれないものであるとしています.

対応方針 WG事務局で検討 ⇒ 対応済み

検討状況 事務局にて要望元にヒアリングを実施.

要望元の目的が､消耗部品の交換等の保守点検が修理に含まれないことを確認することであ
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項目番号13

提 案 事 項 地域包括支援センターの委託先の選定における公募および選定理由の公表の推奨

具 体 的 内 容 【要望の具体的内容】

各自治体の地域包括支援センターの運営委託先の選定において､公募による選定を推奨

すべきである｡また､選定結果について､その理由をインターネット等で公表することを

推奨すべきである｡

【規制の現状と要望理由等】

<規制の現状>

地域包括支援センターは､市町村か市町村が委託した法人が設置 ･運営することになっ

ている｡また､厚労省は通知 (老振莞第 1018001号)において､具体的な設置 ･運営の内

容について､技術的助言を行っている｡

しかし､同通知では､運営委託先の選定に際し､公募を推奨していないほか､選定理由

の公表を推奨してない｡その結果､自治体によって.定期的に公募を行っているところも

あれば､行っていないところもある｡また､公募を行っている自治体であっても､選定理

由が明らかにされていないところがある｡

<要望理由>

公募が行われていない､もしくは公募が行われていても選定理由が明らかにされていな

い自治体においては､実態がオープンになっておらず､本当に最適な事業者が選定されて

いるかについて､利用者からは知ることができない｡また､選定プロセスが不透明なため､

参入障壁が高くなっており､競争によるサービス提供の効率化が図られない｡

<要望が実現した場合の効果>

新規参入が増え､競争が活発になり､全体のサービス水準の向上につながる｡また､既

存事業者には無い､新たな切り口で顧客満足度を向上させる施策が生み出される可能性が

ある｡

提 案 主 体 (一社)日本経済団体連合会
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所管省庁 :厚生労働省

制 度 の 現 状 ○ 市町村は､介護保険法第 115条の46第2項に基づき､地域包括支援センターを設置す

ることができます.

○ 市町村は､介護保険法第 115条の47第.1項及び介護保険法施行規則第 140条の67に

基づき､以下の者に 対して､実施方針を示したうえで､地域包括支援センターの運

営 (包括的支援事業)を委託することができます｡

･包括的支援事業を適切､公正､中立かつ効率的に実施することができる法人であり､

①老人介護支援センター (在宅介護支援センター)の設置者

②地方自治法に基づく一部事務組合又は広域連合を組織する市町村

/③医療法人､社会福祉法人､包括的支援事業を実施することを目的として設置され

た公益法人又は

NPO法人

④その他市町村が適当と認めるもの

○ 地域包括支援センターについては､適切､公正かつ中立な運営を確保するため､介護

保険法施行規則第140

条の66第4項に基づき市町村に運営協議会が設けられています.

○ この運営協議会では､業務内容として委託先法人の選定等を行うことが標準とされて

います.

該 当 法 令 等 介護保険法第 115条の46第2項､

介護保険法第 115条の47第1項､

介護保険法施行規則第 140条の66第4項､

介護保険法施行規則第140条の67､

厚生労働省通知 ｢地域包括支援センターの設置運営について｣平成 18年 10月 18日老計発 -

第 1018001号 .老振発第1018001号 .老老発第 1018001号課長連名通知

措 置 の 分 類 事実誤認

措 置 の 概 要 ○地域包括支援センターの業務は､一定の地域における､高齢者の総合相談､権利擁護､

ケアマネジャーの支援､介護予防のケアプラン作成等の業務を担う､公益性､中立性の

高い業務です｡

○ 各市町村が地域包括支援センターを委託する際には､業務を適切､公正､中立に実施

できる法人を地域の実情に応じて選定していると.ころです｡

○ この法人を選定する方法については､ご指摘の公募以外に運営協議会を積極的に活用

する方法等､さまざまなものがあるところであり､市町村が地域の実情に応じて判断す

対応方針. WGで検討 ⇒ 対応済み

検討状況 規制改革会議にて ｢介護 .保育事業等における経営管理の強化とイコールフッティング確立｣

というテーマで議論を行い､4月16日の第29回規制改革会議にて､公募条件などで株式会社
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重点的フォローアップ事項

規制改革会議として､｢規制改革に関する答申～経済再生への突破口

～｣(平成25年6月5日)に掲げた規制改革事項はいずれも着実にフォ

ローアップを行うこととするが､以下の事項については､特に重点的に

フォローアップを行い､その確実な実現を図るものとする｡

○再生可能エネルギーに係る規制

○次世代自動車の世界最速普及

○認可保育所への株式会社 ･NPO法人の参入､保育士数の増加

○すべての社会福祉法人の経営情報の公開

○再生医療の推進

○医療機器に係る規制改革の推進

○いわゆる健康食品をはじめとする保健機能を有する成分を含む加工負

品及び農林水産物の機能性表示の容認

○一般用医薬品のインターネット販売

○ジョブ型正社員の雇用ルールの整備

○労働者派遣制度の見直し

○老朽化マンションの建替え等の促進

○ビッグデータ ･ビジネスの普及

以 上



重点的フォロ｢アップ事項への取組方針

参考資料2
第 16回規制改革会議資料

から抜粋

3.認可保育所への株式会社 ･NPO法人の参入､保育士数の増加

(1)規制の概要

○民間の認可保育所については､児童福祉法第 35条第 4項の規定に基づき､都道府県知事の認可

を得て設置することができるとされており､株式会社等の参入は法令上規制されていない｡しか

し､地方公共団体によっては､参入を認めていない場合がある｡(なお､平成27年度施行予定の

改正児童福祉法では､要件を満たせば､認可するものとされている｡ただし､地域の保育需要が

満たされている等の場合には認可をしないこととすることができる｡)

○保育士は､児童福祉法第 18条の6の規定により､指定保育士養成施設の卒業者か保育士試験の

合格者とされている.

(2)規制改革の概要

経営形態にかかわらず､公平 ･公正な認可制度の運用がなされるよう､厚生労働省は都道府県に

通知する｡併せて､当該通知の趣旨が市区町村に周知徹底されるよう､都道府県に通知する｡

【実施済み (5月)】

株式会社等多様な主体の参入状況について調査を行い､公表する｡

【実施時期 :平成 25年度以降平成29年度まで毎年度措置】

保育士試験において､合格科目の免除期間を3年間から5年程度に延長することについて検討し､

結論を得る｡

保育士登録の申請から登録証交付まで､現在約2か月を要するが､緊急性に鑑み､その迅速化に

ついて検討し､結論を得る

保育士不足の緊急性に鑑み､保育士試験の回数を現行の年 1回から年2回にすることについて検

討し､結論を得る｡

【要施時期 :平成25年度中に検討 ･結論】

(3)問題意識及びフォローアップに当たっての留意事項

○株式会社等の参入が着実に拡大しているか｡

○保育士試験などについて､保育士数を増加させるための効果的な見直しが行われているか｡

(4)所管府省庁等 :厚生労働省

(5)所管府省庁等における検討状況及び今後の予定

○平成25年度中に以下の措置を予定

①保育所の株式会社 ･NPO法人等の参入状況等の調査

②保育士試験や保育士登録の迅速化等の検討

○現在､待機児童解消加速化プランに基づき､地方公共団体において保育所等の整備の具体化に向

けた検討が進められているところ｡

(6)当面の対応方針

上記①については､今後行われる保育所の株式会社 ･NPO法人等の参入状況等の調査結果等を

踏まえて､株式会社等の参入が着実に拡大しているか､規制改革推進室において確認する｡

上記②については､平成 25年度中の結論に向けた厚生労働省における検討内容などが､保育士

数を増加させるために効果的なものとなっているか､規制改革推進室において確認する｡

その上で､WGに報告又はWGヒアリングを行い､①については株式会社等の参入が着実に拡大

していない場合等､②については､改革の実現が困難な場合等においては､その障害を取り除き改

革を実現するよう所管省庁に再検討を要請するはか､必要に応じWGでの議論を経て規制改革会議

の意見を表明する｡



4.すべての社会福祉法人の経営情報の公表

(1)規制の概要

○事業報告書,財産目録､貸借対照表及び収支計算書について各事務所に備えて置き､関係者から

閲覧申請があった場合は､正当な理由がある場合を除いて､閲覧に供しなければならない (社会

福祉法第44粂第4項)

○また､財務等に関する情報を法人の広報やインターネットを活用することなどにより自主的に公

表することを求めている (社会福祉法人の認可について (厚生労働省通知))

○理事､監事又は清算人は､事業報告書等の備え付けを怠り又は虚偽の記載等をした場合､過料に

処する (同法第 133条第4号)

(2)規制改革の概要

全ての社会福祉法人について､平成 25年度分以降の財務諸表の公表を行う｡公表がより効果的

に行われるための具体的な方策について検討し､結論を得る｡

【実施時期 :平成25年中に結論を得て,平成 26年度当初から措置】

平成 24年度の財務諸表について公表を行うよう､社会福祉法人に周知指導し､それによる社会

福祉法人の取組の状況について調査し､規制改革会議に報告する｡

所轄庁に対しても､所管する社会福祉法人の平成 24年度の財務諸表について､所轄庁等のホー

ムページ等で公表を行うよう協力を要請し､それによる所轄庁の取組の状況について調査し､規

制改革会議に報告する｡

【実施時期 :平成 25年9月までに措置】

(3)問題意識及びフォローアップに当たっての留意事項

○平成24年度の財務諸表の公表の取組状況

○平成25年度分以降の財務諸表の公表が26年度当初から措置されるか｡

(4)所管府省庁等 :厚生労働省

(5)所管府省庁等における検討状況及び今後の予定

(彰規制改革会議で以下を報告

･社会福祉法人や所轄庁における平成24年度の財務諸表公表の取組状況

②平成 25年度分以降の財務諸表の公表の具体的な方策について､厚生労働省に設置する検討会に

おいて議論し､平成 25年中に結論を得て26年度当初から措置

(6)当面の対応方針

上記①については､社会福祉法人や所轄庁における平成 24年度の財務諸表公表の取組状況の資

料提出を9月に受け､10月の規制改革会議で報告する予定｡

上記②については,今後､厚生労働省に設置される検討会の状況を注視することとし､平成 25
年度中の結論に向けた検討会における議論の状況等について､年内を目途に規制改革推進室が確認

を行う｡その上で､WGに報告又はWGヒアリングを行い,必要に応じWGの議論を経て規制改革

会議の意見を表明する｡



5.再生医療の推進(D

(1)規制の概要

(彰先の通常国会に提出された ｢再生医療等の安全性の確保等に関する法律案｣では,細胞の培養 ･

加工について､医療機関から企業の工場等への外部委託を可能とする環境整備を予定している｡

②現状､ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針に則り､細胞の提供は無償で行われなければな

らないとされている｡そのため､研究現場において､ボランティアドナーに頼らざるを得ない状

況で､その実態は､研究者が自らの細胞により研究用の細胞を賄うなど､細胞不足により､研究

に支障をきたしているとの指摘がある｡

(2)規制改革の概要

(丑医療機関から企業等への細胞の培養 ･加工の外部委託を円滑に進めるため､医療機関及び細胞の

培養 ･加工を行う企業等の責任の範囲や内容の明確化､健康被害が発生した場合の被害者救済の

ための補償制度等の整備などの運用のルール等を早期に整える｡

【実施時期 :再生医療等の安全性の確保等に関する法律案の施行の際に措置】

②倫理面への配慮を前掛 こ､患者 (及び家族)の同意を条件として､手術等で掃出された組織より

採取された余剰細胞の研究活用が可能であることを､医療機関と研究機関との連携等の実施例

(実務的な要件を含む｡)とともに､周知する｡併せて､無償で提供された後の細胞を有効に活

用できるよう､事業として成り立つ仕組みを検討する｡

【実施時期 :平成 25年度検討 ･結論】

(3)問題意識及びフォローアップに当たっての留意事項

O｢再生医療等の安全性の確保等に関する法律案｣の施行の際､細胞の培養 ･外部委託を円滑に進

めるための運用ルール等が整えられているか｡

(4)所管府省庁等 :厚生労働省

(5)所管府省庁等における検討状況及び今後の予定

(∋再生医療等の安全性の確保等に関する法律案

･継続審議となっている,(法案成立後､1年以内に施行)

･再生医療等に用いる細胞を培養加工する際の品質管理等の基準を新たに作成するとともに､健

康被害の補償の方法を定める｡

②現在､実際に連携している仕組みが複数存在していることから､運用例を取り上げて周知するこ

とで余剰細胞の研究活用が促進される｡

(6)当面の対応方針

(丑法案成立後､年度末までに､新たに作成する細胞培養加工の品質管理等の基準や､健康被害の補

償の方法に関する厚生労働省の検討状況を規制改革推進室において確認する｡特に､品質管理等

の基準については,再生医療等に合ったものとなっているか確認する｡その上で､WGに報告又

はWGヒアリングを行い､必要に応じWGの議論を経て規制改革会議の意見の表明を行う｡

②既に複数存在している運用例について周知される内容が､現場の研究促進に資するよう､年内に､

規制改革推進室において現場の意見等を確認する｡その上で,WGに報告又はWGヒアリングを

行い､必要に応じWGの議論を経て規制改革会議の意見の表明を行う｡



5.再生医療の推進②

(1)規制の概要

(お先の国会に提出された ｢薬事法等の一部を改正する法律案｣では､治験において有効性が推定さ

れ､安全性が確認された再生医療等製品に対して､条件 ･期限を付して承認し､市販後に有効性､

さらなる安全性の検証を行う ｢条件 ･期限付き承認｣の導入を予定している｡

②遺伝子治療用医薬品については､再生医療製品との共通点も多くあるにも関わらず､両者の間で

指導監督内容に敵齢がある｡先の国会に提出された薬事法等の一部を改正する法律案において､

｢条件 ･期限付き承認｣の対象として明確化されたところ｡

(2)規制改革の概要

① ｢条件 ･期限付き承認｣の導入に際しては,日本発 ･世界初の再生医療等製品を生み出していく

観点から,最初の申請時と市販後の再度申請時とで求めるデータ等の重複を避ける､過剰なデー

タ収集等を承認の条件としないなど､当該制度を合理的かつ利用しやすい制度とする｡

【実施時期 :薬事法等の一部を改正する法律案の施行の際に措置】

②遺伝子治療用医薬品については､再生医療製品との共通点も多くあることから､両者の間で指導

監督内容に敵軒がないよう配慮する｡今国会に提出された薬事法等の一部を改正する法律案にお

いて ｢条件 ･期限付き承認｣の対象として明確化されたところだが､その確認申請制度について

も再生医療製品同様に薬事戦略相談で代替することを早急に検討する｡

【実施時期 :平成25年度検討 ･結論､結論を得次第措置】

(3)問題意識及びフォローアップに当たっての留意事項

O｢薬事法等の一部を改正する法律案｣の施行の際,再生医療等製品の ｢条件･期限付き承認｣が､

申請に当たって過剰にデータを求めないなど､合理的かつ利用しやすい制度となっているか｡

(4)所管府省庁等 :厚生労働省

(5)所管府省庁等における検討状況及び今後の予定

①薬事法等の一部を改正する法律案

･継続審議となっている｡(法案成立後､1年以内に施行)

･再生医療等製品の条件 ･期限付承認後の申請の際に添付される資料は､当該製品の有効性が推

定され､安全性が確認されることを説明する上で必要かつ十分なデータを申請者が提出するも

のであるため､過剰なデータ収集等を求めることにはならない.

②

･遺伝子治療製品については､薬事法等改正法案で ｢再生医療等製品｣に含まれることとなるた

め､再生医療製品と同様の制度の下で運用されることとなる｡

･本年7月1日付通知により,遺伝子治療用医薬品における確認申請制度を廃止したところであ

り､対応済み｡

(6)当面の対応方針

①法案成立後､施行 (1年以内)に向けて､条件 ･期限付承認が合理的で利用しやすい制度となる

よう,年度末までに､規制改革推進室において､事業者等の運用面も含めた意見等を確認する｡

その上で､WGに報告又はWGヒアリングを行い､必要に応じWGの議論を経て規制改革会議の

意見の表明を行う｡
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6.医療機器に係る規制改革の推進①

(1)規制の概要

○登録認証機関が医療機器の適合性を確認するための認証基準を含め､我が国における医療機器の

審査は､材質やサイズ等についての細かな要求事項が多く､また,欧米の審査では求められない

原材料に関する詳細な情報が求められたり､仕様の変更ごとに再度の変更審査が必要となる事態

も存在する｡

(2)規制改革の概要

審査の迅速化 ･審査期間の予見可能性の向上を図り､医療機器メーカーの開発インセンティブを

促進する観点から､医療機器の審査に当たり､ISO､IECなど国際基準も活用することも含めて､

安全性を満たしつつ､より必須な要件に絞った基準を適用する｡

【実施時期 :平成 25年度検討 ･結論】■

中古の高度管理医療機器又は特定保守管理医療機器に係る製造販売業者からの指示の発出につ

いて､それを受ける販売業者等にとって予見が可能な運用を検討する｡また､中古医療機器が新

たな医療機関等に販売等される前に､複数の販売業者等において移転される範囲においては,一

定要件の下で販売等に係る事前通知等が重複して必要とならないように効率化する方策を検討

する｡

【実施時期 :平成25年度検討 ･結論】

電気的に作動する医療機器に使用される部品 (ACアダプタ等)について､薬事法に基づく承認や

認証において求める電気的な安全基準及びその適合性確認の手続に関して､電気用品安全法が求

めるものと同等以上の水準が確保できた場合は､電気用品安全法に基づく検査を省略する等の簡

素化を検討する｡

【実施時期 :平成 25年度検討 ･結論】

(3)問題意識及びフォローアップに当たっての留意事項

O｢デバイスラグ｣を是正する観点から､医療機器の特性を踏まえた制度改革 (認証基準の見直し､

登録認証機関の審査能力の向上)が行われているか｡

(4)所管府省庁等 :厚生労働省..経済産業省

(5)所管府省庁等における検討状況及び今後の予定

○認証基準

医療機器の認証基準について.国際標準化機構 (ISO)又は国際電気標準会議 (IEC)が定めた規格

を活用することも含め検討を開始している｡

○中古機器販売

本年秋頃から関係業界及び自治体へのヒアリングを実施する予定であり､その結果を踏まえて検

討を行い､平成 25年度中に結論を得るo

O電安法

電気用品安全法の簡素化の検討を行うため､経済産業省及び厚生労働省において薬事法での審査

内容の確認を行い､平成 25年度中に結論を得る｡

(6)当面の対応方針

上記のそれぞれの事項について､年内に､措置予定の内容が答申事項に沿ったものとなっている

かを規制改革推進室において確認するo

その上で､WGに報告又はWGヒアリングを行い､必要に応じWGの議論を経て規制改革会議の

意見の表明を行う｡



6.医療機器に係る規制改革の推進②

(1)規制の概要

○薬事法改正により認証制度が高度管理医療機器に拡大されるが､高度管理医療機器に係る認証基

準が整備されておらず､また､拡大に合わせて登録認証機関の審査能力の向上が必要となる｡

(2)規制改革の概要

①高度管理医療機器に係る認証基準について､当面､申請件数や承認審査の負担が大きいと考えら

れる医療機器を優先的に､認証基準の整備計画を策定 ･公表する｡

【実施時期 :薬事法等の一部を改正する法律案の施行までに措置】

②医療機器の保険償還価格については､医療機関が患者に最適な医療機器を選択できるようにする

とともに､メーカーの開発インセンティブを高めるため､補正加算などにおけるイノベーション

の適切な評価を行うとともに､革新的な製品についての市場の評価がより適切に反映されるよう,

機能区分の新設及び細分化を進める｡

【実施時期 :平成 26年度診療報酬改定に合わせて検討 ･結論】

③登録認証機関の業務規程について厚生労働大臣の関与強化,登録認証機関の能力向上のためのプ

ログラム整備など､実質的な審査能力向上方策について検討する｡

【実施時期 :薬事法等の一部を改正する法律案の施行に合わせて結論､随時措置】

(3)問題意識及びフォローアップに当たっての留意事項

O｢デバイスラグ｣を是正する観点から､医療機器の特性を踏まえた制度改革 (認証基準の見直し､

登録認証機関の審査能力の向上)が行われているか｡

(4)所管府省庁等 :厚生労働省

(5)所管府省庁等における検討状況及び今後の予定

<(丑､③>

･当該事項に係る関連予算を平成26年度概算要求に盛り込むとともに､薬事法等改正法案の成立

後､施行に向けて必要な準備を進める予定｡

<②>

･現在､業界等からイノベーションの適切な評価のあり方も含めて意見を聴取しているところであ

り､それらを踏まえて､平成26年度診療報酬改定にあわせて検討し､結論を得る予定｡

(6)当面の対応方針

上記GXS)について､法案成立後､年度末までに､措置予定の内容が答申事項に沿ったものとなっ

ているかどうか規制改革推進室において確認する｡

上記②について､年内に､措置予定の内容について規制改革推進室において確認する｡

その上で､WGに報告又はWGヒアリングを行い､必要に応じWGの議論を経て規制改革会議の

意見の表明を行う｡



7.いわゆる健康食品をはじめとする保健機能を有する成分を含む加工食品及び農林水産

物の機能性表示の容認

(1)規制の概要

○いわゆる健康食品を始め､保健機能食品 (特定保健用食品､栄養機能食品)以外の食品は､一定

以上の機能性成分を含むことが科学的に確認された農林水産物も含め､その容器包装に健康の保

持増進の効果等を表示することは認められていない｡

(2)規制改革の概要

いわゆる健康食品をはじめとする保健機能を有する成分を含む加工食品及び農林水産物につい

て､機能性の表示を容認する新たな方策をそれぞれ検討し､結論を得る｡

【実施時期 :平成 25年度検討､平成26年度結論 ･措置 (加工食品､農林水産物とも)】

(3)問題意識及びフォローアップに当たっての留意事項

.0いわゆる健康食品の機能性表示を可能とする仕組みが整備されるか｡その際､国がどのような形

で運営 (保健機能の科学的根拠レベルの判断､安全性の確保)に関与するのか｡

(4)所管府省庁等 :消費者庁､厚生労働省､農林水産省

(5)所管府省庁等における検討状況及び今後の予定

○平成25年度中に検討を開始し､平成26年度中に結論を得た上で実施する｡

<具体的なスケジュール (予定)>

①今秋より､消費者の誤認を防ぐ新たな機能性表示制度の在り方 (表示方法等)に関する消費者

調査事業を実施｡

②当該調査の実施状況も踏まえつつ､有識者による検討会を新たに設置し当該検討会において検

討｡

･平成 26年度中に関係法令について所要の改正を行う｡(公布 ･施行)

(6)当面の対応方針

上記①については,平成 25年度に行われる消費者調査事業の内容や最終的な調査結果等を規制

改革推進室が確認する｡

上記②については,消費者調査事業の調査結果を踏まえて平成26年度に設置される有識者検討

会における議論の状況を注視するとともに､有識者検討会での結論や法改正の内容を規制改革推進

室が確認する｡その上で､WGに報告又はWGヒアリングを行い､必要に応じWGの議論を経て規

制改革会議の意見の表明を行う｡


	議事次第
	資料１－１
	資料１－２
	資料１－３
	資料１－４
	資料２
	参考資料１
	参考資料２



